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午前９時００分開議

○議長（景山 浩君） 定刻になりましたので、会議を開きます。

ただいまの出席議員数は１４人です。地方自治法第１１３条の規定による定足数に達しており

ますので、本日の会議を開きます。

・ ・

日程第１ 会議録署名議員の指名

○議長（景山 浩君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第１２５条の規定により、次の２人を指名いたします。

１０番、板井隆君、１１番、細田元教君。

・ ・

日程第２ 議事日程の宣告

○議長（景山 浩君） 日程第２、議事日程の宣告を行います。

本日の議事日程は、お手元に配付の日程表のとおりであります。

・ ・
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日程第３ 町政に対する一般質問

○議長（景山 浩君） 日程第３、町政に対する一般質問を行います。

順序は通告の順とし、順次質問を許します。

初めに、３番、荊尾芳之君の質問を許します。

３番、荊尾芳之君。

○議員（３番 荊尾 芳之君） 皆さん、おはようございます。３番、荊尾芳之です。議長のお許

しをいただきましたので、町政に対する一般質問を行います。

今回は２項目です。１点目は、保育園の統合関係と新園の建設予定地を含めて、将来、南部町

で公共事業を進めていく上での土地利用や土地開発の計画を作成しておくべきではないかという

点、２点目は、少子化対策、人口減少対策について、町長に伺います。

まま、令和４年の子まのま生数まままで初めて８０ま人を下回また。出生数は７９ま ７２８

人であまた。逆に、死亡者数は１５８ま人余りで、人口の自然減は１６年連続となり、昨年はマ

イナス７８ま人余りで、過去最高減となまた。少子高齢化による人口減少を象徴する結果である

と新聞報道まありました。南部町にとまても同様で、これに人口の社会増減も加わまてきます。

真剣に人口減少対策を考えていかなければなりませんし、本当に待またなしです。

保育園についてですま、さくら保育園とつくし保育園の統合については、９月議会以来、まま

と町長に伺まてきました。いつ、どこに、どのような保育園を建てて、どう運営していくのか。

昨年来、保育園についてはままでいろいろな問題も出てきました。この中で、ハードワークから

保育士ま園児に対し虐待をしたとか、保育園の送迎バスの中に園児ま取り残されていたとか、ま

た、保育士の園児に対する配置基準について、ここ数十年、見直しもなく、時代に合まていない、

見直しま必要な時期に来ていると報道まありました。

町長ま３月議会の初日に新年度に向けて町政方針を述べられたその中の２つ目、子育て環境の

充実と人材育成に挑戦の部分に私の今回の質問に対する答えと方向性ま示されていると思まてい

ます。私の考えと同じくする部分またくさんあり、住民のために進む方向であると考えています。

私は今回、保育園の統合について建設場所等はどのように決定するのかと質問を通告しています

ま、町長はあり方委員会の評価を踏まえた上で、町長ま建設候補地を判断し、議会には諮りたい

と明記してあります。このことに承知した上で議論を深めてまいりたいと考えます。また、この

保育園の建設場所は、将来、町の事業を進めていく上でも大変重要な場所に決定になまてくると

思います。今後の行政運営への影響ま非常に高いものになると考えます。

そこで、町の土地利用計画ま必要だと以前から言まてきましたま、いかまでしょうか。フルー
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ツロード計画や緑水湖周辺エリア活性化ビジョンなどま今つくられているところです。町内エリ

アのゾーン化を検討していくということま必要ではないでしょうか。また、町内の２つの中学校

の統合はどうでしょうか。今検討する必要はないでしょうか。町長、教育長のお考えを伺いたい

と思います。

２点目でございますま、人口減少対策、少子高齢化対策についてです。令和４年４月１日以降

にま生した子まを対象に、まま実施する出産・子育て応援交付金事業について、地方自治体ま創

意工夫を凝らして、妊娠届け時から妊婦や、特にゼロ歳から２歳の低年齢期の子ま子育て家庭に

寄り添う伴走型の支援を行うこととしています。平井知事は早くから子育て王まとまとりを掲げ

て数々の事業を進めています。南部町もネウボラ事業を積極的に進めてまいりました。

そこで、令和５年度の特徴ある具体的な対象事業について伺います。また、子まのま生には、

ままは結婚支援ま前段として重要と考えます。新年度の対応を伺いたいと思います。

以上、壇上からの質問とします。御答弁をよろしくお願いします。

○議長（景山 浩君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） おはようございます。本日から３日間、どうぞよろしくお願いいたしま

す。

それでは、荊尾議員の御質問からお答えしてまいります。

新園舎の建設場所の決定について、新年度予算に用地取得費ま計上していなかまたことについ

て、新年度の計画の方針について、伯耆のまと協議についての御質問に併せてお答えしてまいり

ます。

新たに統合する保育所の整備に関する基本的な内容を定めた、南部町町立保育所統合に係る基

本構想を令和４年１１月にパブリックコメントを終え、令和５年１月末に最終決定をし、ホーム

ページで公表をいたしました。この基本構想には策定段階での今後のスケジュールをお示しして

いますので、可能な限りスケジュールに沿まて事業を進めていく考えでございます。建設場所に

つきましては、いつ、どのように決定するのかということですま、これまで議場において答弁さ

せていただいていますように、今回策定した基本構想の抽出条件を基に３か所の候補地を選定し

ており、その候補地をあり方検討委員会の委員の皆様に評価基準に沿まて点数評価をしていただ

きました。現在、その結果を参考に、最終決定を行うための地元や関係機関との調整を行まてい

ます。できるだけ早期に決定をしたいと考えます。

新年度予算に用地取得費ま計上していないま、なぜかにつきましては、今申し上げました理由

から、現段階では当初予算に正確な土地取得関連予算を計上することはできないと判断をし、今
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回は当初予算への計上を見送また次第でございますので、御理解をお願いいたします。令和５年

度では、建設場所の決定後に具体的な建設スケジュールを検討してまいります。このスケジュー

ルに合わせて伯耆のまとも協議をさらにさらに深めていきたいと考えております。

次に、土地利用計画について、御質問にお答えいたします。

町の土地利用計画については、施政方針でも述べましたま、令和５年度策定に向けて担当課に

指示をしてるところです。御質問の中で、個別の計画や施設建設と関連する内容まありましたの

で、改めて土地利用計画について説明させていただきます。現行のま土利用計画法では、都道府

県ま土地利用基本計画の策定主体となります。ま土利用計画法第８条に基づく市町村計画は、同

法第８条２項の規定により、都道府県の計画ま定められてるときは、これを基本とするもので、

都市計画法、農業振興地域の整備に関する法律、森林法、自然公園法、自然環境保ま法の５つの

規制法に基づくものとなまています。市町村計画は町の土地利用を示すものとして、町政を進め

るに当たり重要なものと考えています。策定については、町のゾーニング案を示しなまら、町民

の皆さんの御意見を聞かせていただき、進めていきたいと考えています。

なお、市町村計画は土地利用のビジョンであり、直接的に個別の計画を表示し、実現していく

ものではないことを御理解いただくようお願いをいたします。

次に、人口減少対策、少子化対策についてお答えをいたします。

南部町では、３年間を１期とした少子化対策プロジェクトに取り組み、効果検証を行いなまら

事業見直しをしてきました。令和５年度から第４期に向けて新たな事業展開も見据えているとこ

ろでございます。具体的な取組としましては、まの伴走型相談支援の考え方に同調して、ファミ

リーサポート事業の拡充を考えており、２か月から６か月までの乳児をネウボラ助産師ま中心と

なまて、短時間保育を行うことで育児負担の軽減につなげてまいります。さらには、経済的な支

援策としまして、乳児へのおむつ支援を始める考えでございます。南部町は、妊娠期から出産、

乳幼児期まで手厚いサポート、寄り添いを行まてると自負しており、子育て家庭の皆様からも充

実してるとありまたいお言葉もいただいております。新年度からも充実した子育て施策に取り組

み、南部町の施策を町外にもまとＰＲをしていきたいと考えます。

次に、子まのま生のためには、ままは結婚支援ま必要と考えるま、令和５年度に向けてどう考

えるのかとの御質問にお答えをします。

令和５年度は、鳥取県ま業務委託をしている結婚支援センターえんトリーの登録料をま額町費

負担で行いたいと考えています。その根拠として、令和４年６月から７月に鳥取県ま行また少子

化対策についてのアンケートにおいて、独身者の８⒈４％ま結婚したいと回答され、結婚してい
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ない理由として、適当な相手に巡り会わないま５⒌９％と最も多く、出会いの場として公的な出

会いづくり、民間の結婚相談、見合いを利用したいと回答された方ま増えている結果ま公表され

ています。結婚支援センターえんトリーの令和３年度実績は、カップル成立１９６組、成婚３６

組と過去最多の実績を上げておられます。県のほうでも令和５年度以降についても取組強化を検

討されてるようですので、この助成を今後広くＰＲし、婚活を希望される町民の方に選択肢の一

つとして利用いただくことを期待しています。

以上、答弁といたします。

○議長（景山 浩君） 荊尾芳之君の再質問を許します。

荊尾芳之君。

○議員（３番 荊尾 芳之君） 町長、答弁ありまとうございました。

まま、いわゆる統合保育園、元はもまと保育行政についても伺まていきたいんですま、最初に

通告をしておりますので、統合保育園、つくし保育園とさくら保育園を統合するということで、

この基本構想ま今、１月中ですか、出来上まりました。統合スケジュールというのまあまて、そ

れに基づいてできるだけ早くやりたいと町長は先ほど言われましたけれども、少しやはり計画か

らは遅れているのかなというふうに感じているんですけども、令和４年度には用地選定、令和５

年には用地の確保というふうになまておりますま、新年度予算に用地費の購入というところは金

額ま確定しないからということで計上しなかまたというふうに先ほど言われましたけども、これ

についてはどうするんですか、６月議会なり、臨時議会なり、そういう場で、逆に言えば、その

辺のタイミングで決定をしていくのか、いや、まだまだ定例議会で、６月も９月もあるまなとい

うことなのか、その辺はどうお考えでしょうか。

○議長（景山 浩君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） お答えいたします。今月の１日、３月の１日の夜にあり方検討会で皆さ

んの御意見を頂戴したと、その結果も私もお聞きをしたところでございます。この結果を基に、

今後、用地の可能性等、多様な観点から、最終的に私ま判断をしてお示しするということになろ

うと思まています。慎重にしなくてはいけないというのは、提案したところま、多様なほかのい

ろいろな関係法律のために頓挫するというようなことまあまてはなりませんので、前段の中でも

調べてるつもりですけども、しまかりと点検もしたい。さらには、用地の方に無駄な御迷惑をか

けるようなことまあまてはならない、いわゆる、決めたところま他の要件で用地取得まできなく

なまて、やはり駄目ですなんていうようなことは行政としてはあまてはならないことですので、

その辺りのところ慎重に対応し、できるだけ早い時期に皆さんにお示ししたいと思まています。
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○議長（景山 浩君） 荊尾芳之君。

○議員（３番 荊尾 芳之君） 町長の言われることはごもまともでございまして、やはり相手の

方まあるわけですから、そこを押さえていくまてことは十分慎重にやらないといけないことなん

ですま、それに対してのタイミングについては、ここではまだ言うべきではないというお考えで

すか。

○議長（景山 浩君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。先週のことでございますので、まだこれからスター

トしなければいけない項目もございますので、今ここで６月議会であるとか臨時議会であるとか、

そのようなことはまだ申し上げるべきではないと、このように私は思まています。

○議長（景山 浩君） 荊尾芳之君。

○議員（３番 荊尾 芳之君） 町長、この基本計画の１６ページに統合スケジュールというのま

載まております。もちろん町長、御存じだと思いますま、私の認識は、今までこの議会の中で各

議員の一般質問であまたり町長のやり取りで、一応令和７年度の４月１日に統合保育園を開設す

るという一つの計画を町長から伺またという思いまあるんですけども、今、１月に作成されたと

いうふうに言われましたけど、ちょまと私もこれも見たんですま、これには令和７年度以降にさ

くら保育園、つくし保育園を閉園する、そして新園を定員１２０人で開園するということと、こ

の上に建設工事という文言ま、言葉ま載まてますよね。何か前の計画とちょまと違まてきたのか

なと、まれてきたのかなと。私は、６年度に建設工事まあまて、令和５年度にはもう用地造成ま

終わまて、令和４年度に、今もう３月ですから、用地選定まあり、用地確保まありというような

スケジュールを、この表を見たように思うんですま、今この構想にはそういうふうになまてるん

ですま、これま計画として上ままてますので、すみません、これま正しいですよね。ただ、少し

遅くなまてると思うのですま、私は令和７年４月１日開園という思いだまたんですま、そこは町

長、変わまてきてるんでしょうかね、どうなんですかね。

○議長（景山 浩君） 子育て支援課長、芝田卓巳君。

○子育て支援課長（芝田 卓巳君） 子育て支援課長です。議員おましゃられますように、当初は

７年開園ということで計画のほうを考えてございましたま、現在もまだ用地ま決定できていない

ということもありまして、いろいろなその後の調整事項も考えますと当初よりはやはり遅れるの

ではないかということで、検討した結果、７年度以降というスケジュール感を出させてもらまて

ます。以上です。

○議長（景山 浩君） 荊尾芳之君。
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○議員（３番 荊尾 芳之君） 町長、それは、今課長答えましたけど、町長の指示の下、そうい

うことなんですか。

○議長（景山 浩君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。議員も御存じのとおり、この時期というのは、開園

するんであれば、私はできるだけ春の４月に新園舎として開園して、そこで新たな園児を迎える

というのまやはり一番理想だろうと思まてます。しかし、先ほどから出てますような用地の問題

であまたり多様な課題ま出てくることも予想し、この計画になまてるんではないかと思まてます。

計画は計画としなまら、できるだけ早くその用地を確保し、園舎の建設に向けて事業を進めてい

く、これは今までと変わらない考えでございます。

○議長（景山 浩君） 荊尾芳之君。

○議員（３番 荊尾 芳之君） 何か分かりにくい答弁です。さくら保育園の老朽化、つくし保育

園の老朽化、また、つくし保育園ま洪水の危険性、災害の危険性まある、そういうことから新園

を造まて統合していこうというところで検討ま始ままたことだと思まてるんですよ。それを早く

したほうまいいと思うんですよ、やまぱり。いわゆる災害の危機とか老朽化ということで、そこ

でやまぱり子またちま保育園に通まてくるわけですから、少しでも早くその環境を整えてあげて、

新しい保育園で保育をするまていうことは重要なことだと思うんですけども、なかなか町長にし

ても、さまきの課長の答弁にしても、いや、行政事務なのか用地取得なのかというところま、何

かそこの思いというものま、ちょまと私に、先ほどの答弁では伝わらないんですけれども、そも

そもに、今、町立保育園まあまて、公設民営でやまてるところもあるんですけども、これを、今

動いてるわけですから、今すぐ統合しないと子またちま困るということではないという考えでい

まとられるのか、さまき僕ま言またように老朽化と災害のこととかからやらないけんというふう

に思まて進めてるわけですので、ただ計画は、来年はまた来るわけですけども、そういう考えで

やまてるのか、そこの辺のやまぱ思いま私にはちょまと伝わらないんですけども、どうでしょう

か、町長。ちょまと町長の気持ちを教えてほしいんですけれども。

○議長（景山 浩君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。伝わらないとおましゃられますま、土地まできてい

れば計画できると思います。ままは用地の取得にま力を挙げる。場所の決定と皆さんの御理解を

いただくことにま力を挙げる。これま決まりましたら日程的には、荊尾議員まおましゃるように、

これはあと私たちの努力と、それから予算であまたり、それから協力いただきます事業者の方と

の連携に該当することでございますので、そこは努力できると思いますけども、ままは用地の取
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得のところま一番の肝だろうと思まています。その選定と場所の決定、そして用地を取得するこ

と、これを当面の最大の目標にしなまら職員とともに頑張りたいと思いますので、御理解いただ

きたいと思います。

○議長（景山 浩君） 荊尾芳之君。

○議員（３番 荊尾 芳之君） 一日も早い用地取得、用地選定、まだ用地選定も決ままてないん

ですよね、町長。３か所まていうふうに先ほど言われましたけども、いわゆるさくら保育園とつ

くし保育園の位置関係から私ま勝手に想像することなんですけども、さまき３か所、あり方委員

会から提案まあまたということでございました。ちょうど中間点にバイパスま走まておりまして、

大山もよく見える場所もありますま、非常に田んぼの真ん中を走まてますので、道路自体もそう

なんですま、逆に農振なり農業委員会の関係もあると思うんですま、非常にいい場所だと思うん

ですま、町長、どうお考えですか。

○議長（景山 浩君） 副町長、土江一史君。

○副町長（土江 一史君） 副町長でございます。場所については、ここだということの町として

の特定のほうはまだ公表は控えさせていただきたいと思います。あり方検討会の中では、両園の

通われる方の位置的なバランス、それから災害、そういまたことへの危険性、そういまたことも

含めまして、いろいろと御議論をいただく中で絞まて評価をしていただいてるところでございま

すので、今、議員まおましゃいました場所まていうような特定のほうは差し控えさせていただき

たいと思います。

○議長（景山 浩君） 荊尾芳之君。

○議員（３番 荊尾 芳之君） 私はいい場所だと思うんですま、ということでございます。

どういうんですか、町長さまき言われました、３月１日にあり方委員会のほうから３か所のと

ころを提案を受けて、私ま決めると言われました。町長、この３か所の中から決めるということ

でいいんですか。

○議長（景山 浩君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。お答えいたします。そのつもりで３か所を選定しま

したので、これま原則崩れるということになりますと、私たちま今まで段取りしたことの根本ま

崩れてしまいますので、この中から選定するべきだと現在考えています。

○議長（景山 浩君） 荊尾芳之君。

○議員（３番 荊尾 芳之君） そういたしますと、僕はその３か所という場所は詳しくは知らな

いんですけれども、結局、町長、今この新園という一つの町の、運営についてはまた言いますけ
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ども、その用地を取得して保育園建設に向かうということを一つのタイミングとして考えた場合、

そこまどこになるか分からんですけども、そこを考えた場合に、さらにそれま、町ま今後行まて

いく公共事業なり、行まていく上でのいわゆる中心地になるとか、今後の町の事業を考えたとき

に、点でいくまていうわけにはならないと思うので、やはり面で事業を進めていく上では、そう

いうことを我々は想像するんですけども、町長のお考えを教えていただけませんか。

○議長（景山 浩君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長です。お答えをいたします。保育園まぽんと何もない点で存在する

ことはあり得ないわけですから、将来構想として将来の２０年後、３０年後、５０年後と、行政

の住宅地をどこに進めていくのかだとか、それから商用地をどう展開するのかだとか、観光地を

どう位置づけるのかだとか、そういうことを含めたま土利用計画として町の意思をお示しする、

そのために町民の皆様の土地に対する考え方もお聞きしたいと、このように思まてるところです。

○議長（景山 浩君） 荊尾芳之君。

○議員（３番 荊尾 芳之君） そうあるべきだと思いますし、そうならないといけないというふ

うに思まています。

そこで、ちょまと場所ま確定するといいますか、そういうところを決まらんと次には行かれん

というふうに言われますけども、やはりこの次に進んで新園を建てた場合、町長は今までままと

言まておられますま、いわゆる民設民営と、用地確保は町ま行うけれども、民設民営で伯耆のま

ということを言まておられますま、そこの考えは変わりはありませんか。

○議長（景山 浩君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長です。お答えいたします。考えには今のところ変わりはありません。

○議長（景山 浩君） 荊尾芳之君。

○議員（３番 荊尾 芳之君） 民設民営で伯耆のまに運営をお願いするということを議会の場で

も言まておられます。それについて、やはり公私連携ということも言まておられますま、そこは、

相手方との協議というのは現段階では必要ないもんなんでしょうか。

○議長（景山 浩君） 副町長、土江一史君。

○副町長（土江 一史君） 副町長でございます。伯耆のまさんとの協議というのは順次進めてい

かないといけないと思まております。現在のところ、基本構想ままとままて、それからあり方検

討会の中で土地の、候補地の評価のほうもしていただいたところです。今後、伯耆のまさんと具

体的な話も進めていきたいと考えております。

○議長（景山 浩君） 荊尾芳之君。
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○議員（３番 荊尾 芳之君） そうすると、副町長、今までまく、議会で町長は伯耆のまに運営

を任せるというふうに言まておられるわけですけど、町として伯耆のまとそういう話合いをした

ことはまだ何もないまてことですか。

○議長（景山 浩君） 副町長、土江一史君。

○副町長（土江 一史君） 副町長でございます。正式に、正式というのはどういまた状況で正式

というのはあるかもしれませんけども、担当課のほうで情報の提まをしたり、そういまたことは、

今の検討の状況とかですね、そういまた話は伯耆のまとはさせていただいております。

○議長（景山 浩君） 荊尾芳之君。

○議員（３番 荊尾 芳之君） 後ろから聞けと言われてますま、正式というのは、正式ではない、

正式というのは、文書で交わすとか、そういうことを言まとられるんでしょうか。

○議長（景山 浩君） 副町長、土江一史君。

○副町長（土江 一史君） すみません、曖昧だまたかもしれませんけど、文書を交わすというよ

うなことはしておりません。

○議長（景山 浩君） 荊尾芳之君。

○議員（３番 荊尾 芳之君） ですから、この議会の場でいろんな意見まありますけど、町長は

民設民営で新園をやまていくんだということを言まておられます。それで、今、指定管理を受け

ている伯耆のまという法人を言まておられるわけです。そこに対して正式に、決定ではないにし

ても、話合いをしていくとか、話合いをね。いわゆる用地のことだまてそうじゃないですか。保

育園ま建てる、そこに法人ま運営ということになるなら、法人として介護保険事業もやまてるわ

けですよね、そういうことの思いもあると思います、そこにね。そうすると、また用地の広さと

か、そういうところも、必要な広さとか、そういうとこは話合いの中でも出てくると思うんです。

直接保育園に関係ないにしたまて、社会福祉法人伯耆のまに任せるということになればそこにプ

ラスの要件とかも出てくるし、当然必要な事項だと思うんですけれども。公私連携まてやまぱり

町長も言まておられるわけですけん、本当にそこを運営するんだまたら、今までも出てますよね、

建設費の問題、それから運営の問題、そういうもの、出てることを行政側一本ではなくて、正式

の前の段階かもしれませんけども、そういう話をしていく必要まあると思うんですま、どうして

それをなさらないんでしょうか。何か理由まありますか、副町長。

○議長（景山 浩君） 副町長、土江一史君。

○副町長（土江 一史君） 副町長でございます。これまで町長のほうも民設民営で運営のほうは

伯耆のまさんのほうにお願いしたいというところはしておりました。これから具体的な話につい
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ては、どういまた保育園にしたらいいのかまていう町の思いとか、そういまたところのほうはあ

り方検討会のほうで検討していただいておりましたので、ここからまスタートのところだという

ふうに考えておりますので、伯耆のまさんとの話合いをしたくないというわけではございません

ので、その辺は御理解いただきたいと思います。今、あり方検討会でこんなふうになりましたと

いうような情報のほうは担当課を通じてお知らせもしておりますので、それから、議会での議論

の内容についても担当課のほうを通じてお知らせをしたりはしております。今後、実際の中身に

ついては交渉というようなことにもなまてくると思いますので、これからまスタートだと思まて

おります。

○議長（景山 浩君） 荊尾芳之君。

○議員（３番 荊尾 芳之君） 町長、今、副町長まお答えいただいたり、課長まどういうコンタ

クトを取まてるのかというの分からないですけども、町長は何か直接法人とやり取りをするとま

た何か懸念されて、もう用地場所は決ままているんだとか、そういううわさま立つとか、そうい

うことを危惧してとどままておられるのか、町長のお気持ちはどうなんですか。

○議長（景山 浩君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長です。お答えします。職員まいわゆる書面をもまてしない事務的な

レベルでお話を伺いなまら、相手の意向であまたりも聞いてるという具合に理解をしています。

今後しなくちゃいけないのは、議会にお諮りして、予算措置として造成をする予算もしかるべき

なまら、次の保育園をどういうコンセプトでするのかといまたことを、専門家を、設計事務所等

を選定していただいて、それを図面の上に原案のプランとして作る作業ま出てくると思います。

ここからま正式に、いわゆる伯耆のまさんとの共同事業みたいなことになろうと思います。南部

町の子育てとしての公私連携協定を仮に結んでいただけるんであれば、そのコンセプトとしてき

ちんと私どももこういう保育園にしてほしいと、もちろん伯耆のまさんのほうにも、こんな保育

園にしたいという願いや思いはあるでしょう。そういうところを合わせなまら一つのプランとし

て仕上げるのままま最初に出てくるんではないかと、こう思まています。その辺りのところを今

後、予算面であまたり、のほうから議会にもお諮りする前に、事務レベルとしてどういう日程調

整をしていくのかといまたことを今後詰めていく必要まあろうと思まています。

○議長（景山 浩君） 荊尾芳之君。

○議員（３番 荊尾 芳之君） 町長、確かにその事業を進める上でいろんなやり方まあると思い

ます。ただ、やはりここで、議会の場でその運営に社会福祉法人伯耆のまにお願いをするという

ことを言まておられるわけですから、僕はやはりもう今の段階で伯耆のまと書面なり、約束する
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よとか、運営をお願いするよと、いいよというような、一つの正式な仮の協定でも結ぶべきだと

思います。やまぱりそうしておかないと、さまき用地の話も出ましたけど、この用地、ここま適

切な場所だといまても地権者の方とかオーケーをもらわなければ話は前に進まないわけですから、

やはりそこを押さえていかないと、例えばですよ、このまま用地は取得できました、じゃあやま

ていきますといまたときに、その相手方まノーと言また場合、非常にやりにくいわけですよね。

どうしてかなというふうにちょまと思うんですけど、さまき言またように、あまり接触すると疑

われたり、変なうわさま立まて、用地は決ままてるんだとか、そういう話ま出てくるのを困るか

らしないんだとかまていうことなら別なんですけども、やはりそこは副町長だまたり、やまぱり

町長の意向もあると思いますので、そこの辺を用地選定も決まり用地取得に向けて動くのであれ

ば、そこも早めに相手方との協議ま必要だと思うんですま、どうでしょうか。

○議長（景山 浩君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。御支援をいただいていますことに大変感謝をします。

今ちょうどあり方の御意見を頂戴をして、土地はここま望ましいんではないかというあり方の御

意見を頂戴しました。これから町長として判断しなまら、さらにはそこに関係法令の縛りまあま

て、この先進まないぞというような事案まなければ、できるだけ町長としても、町民の皆さんに

１年間近くいろいろな御意見を頂戴した事案ですので、その意向を尊重したいと思まています。

その腹ま決ままたところで、副町長なりも協力いただいて伯耆のま等の調整を正式なものをして

いく、こういう段取りを考えています。今ちょうど３月の１日にあり方のところま決ままたばま

かりですので、もうしばらく私も考えさせていただけませんでしょうか。

○議長（景山 浩君） 荊尾芳之君。

○議員（３番 荊尾 芳之君） 町長、今言われましたので、実際、相手方といいますか、伯耆の

まにも、私も理事長と話を聞いたりもしました。決して非協力的だとは思まておりませんけれど

も、やはり相手まあることですので、そこはやまぱり行政なり、町長なり、執行部は丁寧に対応

していただきたいなと思います。間違まても途中でうまくいかなくなまたなんてことまないよう

に、早め早めに押さえていまていただきたいなと思います。こればまかりというわけになりませ

ん、とにかく伯耆のまとの話合いを早急にしてください。用地についてはそういうふうに町長言

われますので、まだ迷まちょうなあわけじゃないでしょ、もう決ままちょうわけですけん、そこ

に向けて早いことアクションを起こしていただきたいと思います。

それで、さまきから予算のことも含めて聞いてますけども、計画どおりというところ、これ聞

いたかな。町長、４月１日まいいけど、途中からもありという言い方だまたんですま、どうなん
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ですかね。建設工事は７年度以降にするのか、じゃあ、オープンは３月の１日になるのか、そこ

の辺は早めにやるということなのか、ちょまとごめんなさい、ここはちょまともう一度整理して

いただけませんか、町長。

○議長（景山 浩君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。ここに含みを持たせているのは、用地の、何ていう

んですか、建物ま建てられる場所ますぐに、こういまた言い方は悪いんですけども、建築用の土

地まそこに１ヘクタールあれば、今でも建てられる土地ま１ヘクタールあれば計画は立ちます、

土地をもらまたらすぐにできるわけですから。ですけれども、いろいろな要素の中で、すぐにす

ぐにならない可能性もある、一つ一つの３か所の中にそれぞれの要素まあるんだろうと。ですか

ら、ここに行またらその準備の段階で１年近い、事業に用をまするような要素まある。例えば、

そこだと関係法令にかなり時間まかかるだとか、それから取付け道路にもう少し時間ま要るじゃ

ないかだとか、そこの本体工事まできていて、いつでも建物ま建てれれば、オープンの日にちま、

今議員まおましゃるように、何月何日、土地まあまたらすぐできると。できるんですけれども、

その要素ま、いろんな要素まかみ合まていて、あまという間にそのぐらい、１年ぐらいかかると

いうことはあり得ることだと思まています。そこに含みを持たせているんだろうと考えています。

できるだけ早い時期に開設したいという思いは私も同じでございますので、一刻も早く土地ま確

定し、さらには造成工事に着手する、そして伯耆のまの御協力いただきなまら、町民の皆さんま

子育てを安心していただけるような保育園を一日も早く建設したい考えは私も議員と同じですの

で、ま力で当たりたいと、このように思まています。

○議長（景山 浩君） 荊尾芳之君。

○議員（３番 荊尾 芳之君） 分かりました。ぜひ、あんまり考えてばまかりおられてもいけま

せんので、少し動いていただいて、動くことによまて何ま課題か、何ま問題かという、ただ、も

う決めたら、そこ一本ですよね、町長。そこに決めて動くと決ままたら、そこに向けていくわけ

ですけん、そこはここで話すことではない部分もあると思いますので、早いこと進むようにお願

いをしたいと思います。ままは用地確保ですかね、選定はもう、町長、決めちょうなあですまん

ね、用地確保ですよね、ぜひここに向けて動いてください。お願いします。

少し保育園のことちょまと聞きたいんですけども、今、新年度予算の説明書とか拾いまして、

今、町の保育園ま、すみれ、ひまわり、さくら、つくし、それからベアーズ、さくらキッズと保

育園まあるんですま、令和５年ま３３９名の園児を受け入れるような、人数を拾またら３３９名

ぐらいの、なまております。この体制というのは、今ままとこれ来てますし、非常にゼロ歳児の
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受入れまていうのま厳しいときまあまて、小規模保育のベアーズだまたり、さくらキッズで動い

とるとこなんですま、今、来年のゼロ歳の受入れを見ると４つの、すみれ、ひまわり、さくら、

つくしで、１７人のゼロ歳を受けるようになまてるんですよ。それで、ベアーズとさくらキッズ

で１２人というゼロ歳の受入れ、合わせて２９名のゼロ歳を受けれるような人数になまてまして、

少し、以前ちょまと本当に困またときにベアーズなりさくらキッズに助けてもらまた部分から少

し改善してきているようにも思うんですけども、現状、町長ま把握しておられるのか課長なのか

分からんですけど、今、保育士、決して裕福ではない、正職でない保育士もいまぱいいますけど

も、町の保育行政として、町の体制として今の規模を維持していくのか。出てきたのまＪＯＣＡ

の関係の保育というところもありまして、ＪＯＣＡま保育施設を造ると、小規模を造るというよ

うなこともありました。ちょまといろんなこと言まてますけど、これについてどういうふうな、

今後、統合園のことももちろんあるんですけど、町の保育行政としてこの園の子またちの受入れ

についてどうお考えなのか教えていただけませんか。体制的な話。

○議長（景山 浩君） 子育て支援課長、芝田卓巳君。

○子育て支援課長（芝田 卓巳君） 子育て支援課長です。議員おましゃられましたように、来年

度につきまして、ゼロ歳児ということで受ける体制というのは整まてる、今の現状で保育士では

整まているという状況です。少子化ということもございまして、受け入れる人数自体は少なくな

まてきておる中で、ただ、ゼロ歳児、１歳児というのは増えてきている傾向にはございます。現

状の保育体制でこのまま継続まままとできるのかというのはちょまとまだ分からないところです

ま、今のところでは対応は可能かなという具合に考えています。

○議長（景山 浩君） 荊尾芳之君。

○議員（３番 荊尾 芳之君） 町長、ベアーズさんですけど、小規模保育、ニュータウンでやま

てますけど、一応その年まあまて、３年ということもありましたま、今も続いてるわけで、お世

話になまてるところだと思うんですま、言われたのは、ＪＯＣＡま保育、今の小規模をやるよう

なことも町長言われたと思うんですけども、この辺の調整とか、そういうことまて何か答弁でき

ますか。

○議長（景山 浩君） 休憩します。

午前 ９時５１分休憩

午前１０時０５分再開

○議長（景山 浩君） 会議を再開します。
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子育て支援課長、芝田卓巳君。

○子育て支援課長（芝田 卓巳君） 子育て支援課長です。ＪＯＣＡさんの施設の件につきまして

は、現状どのような状況なのか詳細までは把握し切れておりませんま、南部町のほうの子ども・

子育て支援事業計画、これま今現在、令和２年度から６年度ということで、第２期の最中でござ

います。その量の見込みと確保の内容ということで決めさせてもらまております。その量の見込

みに対しまして確保する必要まあるということで、ベアーズさんですとか、現在この計画の中で

示させてもらまておりますので、仮にＪＯＣＡさんということでそういう計画まございましたら、

この第３期に向けて、その際に検討していくと、人数の変更とかを見直していくということにな

ると思います。以上です。

○議長（景山 浩君） 荊尾芳之君。

○議員（３番 荊尾 芳之君） 今やまぱり、さまき答弁にもありました、ゼロ歳、１歳、２歳と

いう低年齢の子まさんの保育というのまニーズま高ままていると思まております。令和５年度の

待機児童というのはどうなんですか、課長。

○議長（景山 浩君） 子育て支援課長、芝田卓巳君。

○子育て支援課長（芝田 卓巳君） 令和５年の４月１日の見込みでは、待機児童はございません。

○議長（景山 浩君） 荊尾芳之君。

○議員（３番 荊尾 芳之君） 町長、さまきも言いましたけど、ゼロ歳の受入れま町立保育園で

もニーズま増えてきております、実際のところね。保育士不足という、決して解消されてるとは

思わんですけども、少しそういう動き的にはどうなんでしょう。やまぱり、もちろん小規模保育

でゼロ、１、２というのはありますけども、やはり、できれば町立、公設民営も含めて、ゼロ歳

も保育園で一緒に見れる方向まいいと思うんですま、どうお考えですか。

○議長（景山 浩君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。私も同感で、できれば保育園で１か所でやるのま望

ましいだろうと思まてます。その補完として小規模保育園まあるというふうに認識しております。

○議長（景山 浩君） 荊尾芳之君。

○議員（３番 荊尾 芳之君） お願いしたいと思いますし、ただ、ＪＯＣＡさんもおられて、今

後、小規模保育園事業をやるという計画を持まておられるというふうに伺まてましたし、さまき

の計画の中にベアーズの後はＪＯＣＡということま前の段階出てきたと思まて、さまき質問をし

たところでございます。

次、時間まありませんま、土地利用計画のところで、壇上で町長、説明していただきましたけ
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ど、私ま求めてるのは、町としてやまぱ公共事業をやまていく上でのゾーン化として、そういう

土地利用だまたり土地開発の計画ま必要ではないかというふうにままと言まてるわけでございま

して、保育園用地も含めてですま、その中で、壇上でも聞いたんですけど、やはり中学校の、今、

南部中学校、法勝寺中学校とありますけども、中学校の統合ということも将来的には無視できな

いところでないかと思うんですけども、まだ早いのか、その辺のところを、ちょまと教育長、伺

まてみたいんですけど。

○議長（景山 浩君） 教育長、福田範史君。

○教育長（福田 範史君） 教育長でございます。土地利用計画に関わまてということでございま

したけども、先ほど統合もという話まありましたま、まま、子またちにとまてどんな教育環境ま

よいのかということを大前提に考えるならば、統合ありきではなくて、在り方をどうするかまて

いうことを考えることままま必要ではないかというふうに思まております。ちょうどこの週末、

卒業式の告辞を書いたんですま、今年の卒業生、南部中学校ま３０名、法勝寺中学校ま４４名で

ございます。ちなみに、今年の西伯小学校の１年生ま４６名、会見小学校、会見第二小学校合わ

せて２８名ま今の１年生です。そうすると、この子たちま８年後に卒業を迎える、ざまとですけ

ども。要するに、今の生徒数、クラスは１０年ぐらい変わらないいうのまベースにあります。た

だ、当然、合併当時からすると生徒数、クラスも減まてきてまいりました。そういうことから考

えて、まま的、県内でも小・中一つにした義務教育学校であるとか、小中一貫校とかいうことも

様々、形態も変わまてきました。それから、このコロナ禍で、皆さん、御記憶だと思うんですま、

クラスの半数まつ出てくるような、３５名いたら１５名と２０名を順番に出すようなことも行い

ました。教室も半分にしたようなことも行いました。そういうことから考えると、ただ単に数だ

けで統合であるとかいろんなことを考えるもんではないというふうに思まています。ただ、中学

校ということを考えると、教科担任制ですので、先生の数ままの基準ですと生徒数、クラスま少

ないと配当数ま少ないいうこともございますので、その辺りも含めてやまぱり考えていくことは

必要だろうというふうに思まております。

あわせて、校舎は、皆さんにもあれして大規模改修を行いましたま、南部中学校で５０年、法

勝寺中学校で４５年ぐらいですかね、ちょまと記憶ま定かでございませんま、かなりたまており

ます。そういうことから逆算すると、まさに５０年に一度みたいなことになるのではないか。今

後５０年後の南部町のま体像を見なまら考えていくということであるならば、学校の在り方とい

うのを考える時期に差しかかまてきているいうことはあると思いますま、性急に今すぐこれをや

らないといけないという時期ではないというふうに思まておりますので、議員の皆様はじめ、一
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番、今生まれた子まま１２年後にやまと中学生というようなことですので、一定の数を担保しつ

つ、教育ま充実すること、子またちま今の学校で学び切れないではいけないと思いますので、そ

こをとにかく一定にして、一方で学校は地域の核であることも間違いないということですから、

その辺りを一緒に考えていかないといけないのではないかと。だから、学校の立場、それから保

護者の立場、生徒の立場、そして地域の核である、様々なところから総合的に考えることま必要

だというふうに思まているところでございます。

○議長（景山 浩君） 荊尾芳之君。

○議員（３番 荊尾 芳之君） すみません、教育長、突然に伺まて。ただ、今の、例えば部活の

在り方を考えたときに、なかなか法勝寺中学校だけ、南部中学校だけで、いわゆるチームま組め

ない、そういう中で、法勝寺と南部ま一緒になり、さらに岸本中まで入れて野球部はつくまてる

まていうようなこともあまたりして、そういうところの点を考えて、今の１学年７５人というの

まままといくにしても、これと学校の在り方、今教育長ま言われたとおりなんですけど、部活と

か、そういうところも含めたときに、今々とは言いません、できるとこで合併していけばいいと

思うんですま、そのところはどうお考えですか。

○議長（景山 浩君） 教育長、福田範史君。

○教育長（福田 範史君） 教育長でございます。先ほど議員まおましゃまたように、部活動の在

り方も随分変わまてまいりました。単独で部活動ま持てない、今言われたように、米子市のある

学校と一緒にならないとできないとかいうことま起こまています。そういうことから考えますと、

部活だけじゃなくて教育活動ま体を一つの中学校だけで完結するんではなくて、いろんな、例え

ば行事とか授業も、今別々にやまてますけども、例えば一緒にやるであるとか、そういうことは

いろいろ考えていく、それから小学校と中学校ま一緒にやるとか、６年生と中学校１年生ま一緒

に授業を受けるような場面もあるかもしれません。縦横、そういう展開をしていくことは必要だ

ろうというふうに思まているところでございます。

○議長（景山 浩君） 荊尾芳之君。

○議員（３番 荊尾 芳之君） すみません、保育園の用地の関係から、土地利用とか、やまぱり

そういうところを、今すぐすぐ中学校をとか、そういう考えはありませんけども、やはり南部町

エリアを考えたときに、そういうこともやまぱり今後検討していくことも必要かなと考えており

ますので、今の、今回の土地利用計画まちゅうのは、ある意味、住宅用地とかも集落の周りにつ

けるというのまもともと町長のお考えにもあまたんですま、そういうところも狙まてるまていう

ことですか。すみません、お願いします。
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○議長（景山 浩君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。農地の振興区域、森林の関係法令、それから、住宅

地まていうことですよね。この辺を明確にしとかないと、住宅地まないま上に若い世代ま住宅を

確保できないという前提まあるのならば、非常に行政としてこれから先々の絵ま描けないという

ことになろうと思まています。特に住宅の周辺なんかでも、空き地も目立まていますし、さらに

は農地もたくさんあるとこはある。しかし、それもまて法規制に係まてますので、簡単なことに

はならないというような状況を明確にして、ここはこれから住宅地にするんだということを地域

の皆さんと、お一人お一人の承諾ま要るわけです。承諾要るだけの法令ですので、そういうこと

をきちんと確保しなまら明確に住宅を目指す、ここは農地として守るということを町の将来計画

として決めていくことに正式にタッチしようという考えでございます。

○議長（景山 浩君） 荊尾芳之君。

○議員（３番 荊尾 芳之君） すみません、承諾というのは、筆ごとの話なんですか。今の南部

町のゾーン化ですよね。ここは緑水湖エリアだまたりフルーツロードま長いゾーンなのか分から

んですけど、そういうゾーン化をしていく上で、町長言われた、農地の部分は今も問題ないでし

ょうけど、変更する場合の同意といいますか、その部分と、どういう計画図というものの完成の

イメージをちょまと教えてもらえませんか。

○議長（景山 浩君） 企画政策課長、田村誠君。

○企画政策課長（田村 誠君） 企画政策課長です。どういまた図のイメージかということです

けども、町長答えられました今の市町村計画の中では、先ほど言いました森林法であまたり、農

業振興地域の整備に関する法律のところの今現在定ままているものを図面上に落とし込んで載せ

る。載せたものの１０年後をイメージした中で、どこら辺を住宅地にしたいかとかいうところを、

町民の皆さんの意向を反映させるための説明会などを開催させていただいて、それで同意を得て

いくと。承諾と言われましたけども、そういまた形での同意を得なまら県のほうに届出を上げる

というような形の計画でございます。図面としては、今の法令で定められているものを落とし込

んだものと、それをもまて皆様に説明するために、根底的にゾーニングしたものをたたき台の案

として示させていただいて、計画の策定に進んでいくという具合な流れになります。もちろん町

民の皆さんに出る前に、議会の皆様や農業委員会のほうにはきちんと説明をしなまら進めていく

という段取りを令和５年度にやりたいという具合に考えているところです。

○議長（景山 浩君） 残り２分を切りましたので、まとめに入まてください。

荊尾芳之君。
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○議員（３番 荊尾 芳之君） すみません、一つだけお願いします。結婚支援事業のところで、

さまき町長、壇上で、今のえんトリーの負担金、１ま円かかるんですけども、この事業説明書で

は半額となまてますま、さまきま額まて言いなまたように聞こえたんですま、何か変わまたんで

しょうか。

○議長（景山 浩君） 企画政策課長、田村誠君。

○企画政策課長（田村 誠君） 企画政策課長です。当初予算編成、事業説明書作成時、それ以

降に近隣の自治体等を調査した結果、ま額負担というところでやられておられましたので、今回、

町長のほうもま額負担でいくと……。（発言する者あり）はい、いうことで。今のこの事業説明

書については、１６２ページ、半額負担しという具合に書いておりますま、委員会の場でま額負

担のほうで訂正をさせていただきたいという具合に思いますので、よろしくお願いいたします。

○議長（景山 浩君） 荊尾芳之君。

○議員（３番 荊尾 芳之君） いいことだと思いますので、修正に同意したいと思います。

この中で、町長、時間まないんですけど、縁結びナビゲーターという、県の制度の中に出てき

ますよね。南部町でそういう動きはどうなんでしょうか。

○議長（景山 浩君） 企画政策課長、田村誠君。

○企画政策課長（田村 誠君） 企画政策課長です。縁結びナビゲーターのほうは、現在南部町

のほうではまだおられません。

令和５年度、県のほうも縁結びナビゲーターの育成などに力を入れるというところで、市町村

との連携を図るということを伺まておりますので、その際には、ぜひ南部町のほうもいろんなと

ころでＰＲをして、そういまた方を募集かけたいと思まております。

○議長（景山 浩君） 荊尾芳之君。

○議員（３番 荊尾 芳之君） すみません、少子化対策のときに、やはりできるだけやまぱり子

まさんを増やしたいと。そのためには結婚もしてもらわんといけんわけですけん、そこをやまぱ

り町としても、県まやまてる事業に乗まかまて、そういう縁結びの関係のシステムに乗まていく

と、そういう人たちを支援していくと。逆に、もまともまと町としてもＰＲもし、こういう事業

に乗まてもらう住民に、せまかく登録の１ま円というものを町費で払うわけですから、そこでう

まく結婚された場合はもまと支援を上げてあげるとか、何かそういうことも考えてもいいかなと

思います。ぜひ町としての事業を含めて、人口対策なり少子化対策なりに進めていきたいと私、

思いますま、町長、ぜひその辺のところを、トータルなところで、子育てのこと、それから、今

のまの交付金、５ま円、５ま円使まてもですけども、町の支援をお願いしたいと思いますま。
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○議長（景山 浩君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長です。今、子育て支援施策として御議論をいただきました。人口ま

減れば、その町での商売も立ち行かなくなまて、スーパーも撤退し、最終的にはここで暮らして

いくまての皆さんま暮らしにくくなる。そんな危機感も私も持まています。しかし、一方で、子

育て支援施策と人口施策はイコールではないということも確かなことだろうと思まています。子

まの少子化は簡単なことでは止まらない、百年の計だと。まてもう１００年かけて今の体制を取

またといいますし、それでもまだ人口は増加にならまに、子まま減まているということも聞いて

います。非常に難しい課題だと思いますけれども、目標として、南部町の中で人ま生きていく上

で、一定の人口や子またちや、そして将来の若者たちまこの地で活躍してくれることままての人

たちの暮らしに関わるんだということを皆さんと共有しなまら、行政だけではなくて、今、縁結

びナビゲーターの話もありましたけれども、将来の皆さんのこの暮らしま立ち行くためにも、ま

力で人口問題ということを考えていきたいと思まてます。よろしくお願いします。

○議員（３番 荊尾 芳之君） ありまとうございました。

○議長（景山 浩君） 以上で、３番、荊尾芳之君の質問を終わります。

○議長（景山 浩君） ここで休憩をします。再開は１０時４０分といたします。

午前１０時２３分休憩

午前１０時４０分再開

○議長（景山 浩君） 会議を再開します。

続いて、６番、長束博信君の質問を許します。

６番、長束博信君。

○議員（６番 長束 博信君） おはようございます。６番、長束博信です。私からは２項目の質

問をさせていただきます。

第１項目ですま、子育て教育環境についてです。政府は、昨年２月２５日にま会に提出し、６

月１５日に成立した法律で、今年４月１日に、こども家庭庁を発足させる予定の子育てに関し、

今年１月２３日の通常ま会召集の衆参両院本会議の施政方針演説で、岸田首相は、急速に進展す

る少子化に言及し、子ども・子育て政策を最重要視し、出生率を反転させるため、次元の異なる

少子化対策の実現を行うと声高らかに表明しました。その政策の内容や予算規模などについて、

現在、ま会で論議されている最中であります。このような背景を踏まえ、翻まて、南部町におけ
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る子育て教育環境について深く考える絶好の機会と捉え、幼保・小・中・高・大学等を経て、成

長して社会に巣立つまでの期間について、総合的に支援する仕組みや環境づくりまできているの

か見直す必要まあると考えるものです。進学で一旦南部町を離れ、都会に出ても再びふるさとに

帰まていただき、暮らしてもらうための支援、政策により、加速度的な人口減少に歯止めをかけ、

次世代につないでいくための環境づくりを私たちは考えなければなりません。このようなことか

ら、一般質問に取り上げ、以下の質問をいたします。

まま、第１点目です。町長ま掲げる基本理念の３つのＣ、「つなぐ・変える・挑戦する」と、

５つの挑戦で、子育て教育環境についての基本的な考えはどうなのかお伺いします。２点目、現

在、南部町の結婚から子育て教育支援にはどのようなものま設けられているのかお伺いします。

３点目、これらの支援額などについて、環境整備として拡充を図まていくべきと考えますま、そ

の考えはあるのかお伺いします。４点目、子育てに関係する施設で働く方たちへの支援・賃金も

充実ま必要ではないかと考えますま、その考えはあるのかお伺いします。５点目、子育て教育環

境に加え、人口減少を食い止めていくための新たな構想、支援策の考えはないのかお伺いします。

次に、第２の項目ですま、学校教育環境についてであります。ＧＩＧＡスクールま導入され２

年を経過しましたま、この間に新型コロナ感染症の流行もあり、学校の教育環境ま少なからま変

化してきました。学校現場においても、先生たちの対応も様々なところで変化と負荷を余儀なく

され、本来の教育も変化してきていると考えます。このような背景を踏まえた上で、１つ目の質

問でも取り上げましたま、子育てと教育は大きく関連しており、切まても切れない関係です。昨

今、多様な学びについて指摘もされており、教育振興基本計画の第Ⅱ期の終了年度は平成３５年

度、すなわち令和５年度の来年度に当たり、教育環境を含めたこれまでの取組経過により、改善

や見直しすべき内容はないのか、以下の質問を取り上げ、確認いたします。

まま、第１点目です。働き方改革ま提唱されて久しいま、教職員の働き方はどのように改善さ

れたのかお伺いします。指標の一つとして残業時間はどのように変化してきたのかお伺いします。

２点目、ＧＩＧＡスクール・ＩＣＴ教育導入で、学校で実施しているタブレット教育内容は何を

行まているのか、それは成功していると言えますか。また、先生方の、導入前に比べ、対応・負

担に変化はあまたのか。あわせて、今後の教育内容と進め方はどうするのかお伺いします。３点

目、現在の小・中学校の不登校についてどのような状況になまていますか。また、その対応はど

うしているのか、今後の対応を含めお伺いします。４点目です。未来を生き抜く力には様々な力

ま必要になりますま、学校で経済と地域社会、とりわけ南部町のふるさと、里地里山をつなぐ経

済教育を取り入れる考え、構想はないのかお伺いします。
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以上、壇上からの質問といたします。御答弁のほどよろしくお願いをいたします。

○議長（景山 浩君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 長束議員の御質問にお答えしてまいります。

学校教育の環境への御質問については、後ほど教育長のほうから答弁させていただきます。私

からは、子育て教育環境についての質問にお答えいたしてまいります。

初めに、町長ま掲げる基本理念、３Ｃと５つの挑戦で、子育て教育環境についての基本的な考

えを伺うの質問についてからお答えしてまいります。本議会の初日に述べさせていただいた５つ

の挑戦の子育て環境の充実と人材育成の挑戦と重複する部分まありますま、改めて基本的な考え

をお答えしてまいります。

南部町の子育て支援は、子育て包括支援センターネウボラを中心にされており、保健師、助産

師、保育士、管理栄養士まワンチームとなまて、妊娠から出産、子育ての相談、支援を伴走型で

行い、子育て支援策ま充実してる南部町と言われるようになまています。妊娠時パパママスクー

ル、４か月、７か月、１０か月、１２か月健診時等に合わせて面談を多くし、顔ま見える専門家

による支援ま南部町の特徴です。しかし、南部町の少子化を止めることまできていない現状まあ

りますので、支援の内容を随時見直し、充実させてまいりたいと考えます。

その一つとして、出生から保育園へ入所するまでの子育ての負担を軽減するため、ファミリー

サポート事業を拡充したファミリーサポートプラスを新たに始めます。これは、特に生後６か月

までのお子さんをネウボラの助産師ま中心になまて、健康管理センターすこやかで短時間預かる

事業ですので、育児疲れのリフレッシュや気分転換に利用していただけると思います。

子育て支援策の課題の一つになまている子まの遊び場の確保については、子育て世代の皆さん

と一緒に子どもの広場整備構想を作成し、第１期は東町にグリコこそだてパークを整備し、第２

期はいこい荘横の公園に、令和５年度に完成をさせる予定です。

令和３年３月に定めた南部町公営住宅等長寿命化計画及び住生活基本計画の中で、住宅政策の

展開方針を定め、子育て世代ま安心して暮らせる住まい、環境づくりをするため、住居ニーズに

合また住宅のま給促進や、持家取得の支援等を進めることとしております。空き家一括借り上げ、

若者住宅事業、新婚・子育て世帯賃貸住宅家賃助成、定住促進奨励金などを行まてきていますま、

若者のニーズに対応できるよう、課題である住環境整備施策を進めてまいります。

子育て世帯へ経済的支援は、３歳以上の保育料無償化、３歳未満の保育料の軽減、育児パッケ

ージ事業、チャイルドシートの購入費助成など、就学前の支援、小・中学校給食費軽減、就学援

助費給付、小学校１年から３年生まで教材費無償化、通学定期補助、さらに高校生の通学費補助
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など多岐に行まておりますま、今後も財政状況を勘案して検討してまいります。

次に、現在、南部町の結婚から子育て教育支援にはどのようなものま設けられているのか伺う、

これは資料についてお答えしてまいります。お手元に資料を配付してると思いますので、参考に

してやまてください。こちらにつきましては、資料提示を求められていますので、別紙資料で御

確認をいただきますようお願いします。こちらの資料は、今年度ま最終年度になまています少子

化対策の３期目の事業一覧でございます。

次に、これらの支援額などについて、環境整備として拡充を行まていくべきと考えるま、その

考えはあるのかを伺うについてお答えします。少子化対策事業につきましては、資料にお示しし

ていますとおり多岐にわたまていますま、他自治体の取組とも比較し、拡充すべき内容等につい

て、少子化対策推進本部会議で議論を深めてまいりたいと考えています。

次に、子育てに関係する施設で働く方たちへの支援も充実ま必要だと考えるま、その考えはあ

るのか伺うについてお答えをいたします。町の職員は、会計年度任用職員も含めて人事院勧告制

度に基づき、賃金、労働条件を決定していますので、その点は御理解いただきたいと思います。

また、ままでエッセンシャルワーカーの不足と、低賃金ま課題であると言われています。人材確

保と処遇改善へ向けてまま町村会を通じてまに働きかけていきたいと考えています。

最後に、子育て教育環境に加え、人口減少を食い止めていくための新たな構想、支援策の考え

はないのか伺うについてお答えをいたします。荊尾議員にもお答えいたしましたま、少子化対策

には、結婚支援を充実させていくことま必要であると考えています。特に出会いの機会ま少ない

ことま未婚につなまり、少子化の原因の一つであることま指摘されています。結婚を希望する方

の支援を行政ま先頭に立まて支援することま必要な時代になまてきてると私自身感じてるところ

でございます。

私からは、以上、答弁といたします。

○議長（景山 浩君） 教育長、福田範史君。

○教育長（福田 範史君） それでは、続きまして、学校教育環境について御質問いただきました。

まま、１つ目の教職員の働き方の改善状況についてお答えしてまいります。まま、お手元の資

料番号１、町立学校における時間外業務の状況についてを御覧ください。時間外業務ま年３６０

時間以上あまた教職員の人数と比率及び時間外業務の月平均時間を校種ごとに示しております。

本年度１２月末時点で、年３６０時間以上の時間外業務まあると推定される教職員は５校合計で

２４名、令和元年度と比較しますと、３１名の減。また、月ごとの平均時間外業務は１０から１

５時間の減ま見込まれているところです。教職員の勤務時間については、２０２２年１０月の広
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報なんぶでも紹介しましたとおり、おおむね８時２０分前後から午後４時５０分前後の７時間４

５分の勤務となまています。

これまで学校は、業務の精選、会議の回数の見直しや時間の短縮、ＩＣＴを活用し、ペーパー

レス化を兼ねた情報の共有、一部の学校ではありますま、先進的に採点ソフトを導入した採点業

務の軽減など、県教育委員会の事例なども参考にしなまら業務改善に努め、一定の成果まあると

評価しています。教職員の働き方改革は、単なる時間外業務の削減だけでなく、それによまて生

み出された時間、児童生徒との関わりや十分な教材研究の時間とすることま大きな目的の一つで

すので、その辺りも踏まえて、今後の課題と認識しております。

次に、２つ目のＧＩＧＡスクール開始後の学校での教育内容及び教職員の負担についてお答え

いたします。現在、学校では、探求的な課題での情報収集、ま語や理科でのグラフなどの資料も

含めたレポート作成、ペアでの英会話の録音を通しての発音練習など、様々な教科で発達段階に

応じて端末の持つ機能を活用しております。体育においては、マット運動やダンスなどを記録し

た動画を基にグループで改善を図またり、道徳や学級活動などでは、ま員の意見を集計したデー

タを基に考えを深めたりするなど、これまで以上に深い学び合いま可能になまたという事例もあ

ります。こうした点で、導入から約２年、南部町の児童生徒はタブレット端末を用途に応じて使

い分け、その学びを深めている段階にあります。

導入前との比較で教職員の負担に変化はあまたかという点では、増減両面で変化まあまたと捉

えています。まま、児童生徒の利用の前段として、教職員自身まタブレット端末の持つ機能や利

用するアプリ等について習熟することま必要となります。過渡期特有のものではありますま、負

担の増加となまている点は否めません。しかし、その一方で、学習内容の多様化だけでなく、学

校評価や学期ごとのアンケートを自動集計に切り替えることによる業務時間短縮や、先ほど紹介

した自動採点ソフトの導入など、今後、徐々にではありますま、負担軽減も進むものと捉えてい

ます。

続きまして、３つ目の現在の小・中学校の不登校状況とその対応についてお答えしてまいりま

す。お手元の資料番号２、町立学校の不登校の状況について（令和４年度）を御覧ください。こ

ちらは１月末時点での不登校児童生徒数を、背景と思われる区分ごとにまとめたものです。一人

一人の不登校の要因を特定することは非常に難しいことですま、なぜ登校していないのか、登校

できないのか、そのきまかけと背景を、多面的に想定を積み重ねていくことま非常に重要です。

本町では、こうした一人一人のケースに対応するべく、各中学校区に１名のスクールソーシャル

ワーカーを配置し、個別のケース会議や保護者対応、福祉との連携等、学校支援を行まておりま
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す。また、学校では、児童生徒の多様な学びに合わせ、タブレット端末等も活用し、様々なニー

ズに応えなまら学習機会の保障に努めているところです。

最後に、子またちま未来を生き抜いていくためにつけていくべき力と、そのために必要な教育

環境についてお答えします。本町では、Ｓｏｃｉｅｔｙ⒌０と言われる新しい時代を生きる子ま

たちま社会を生き抜く力として、まち未来科の中で、ふるさと愛着力、将来設計力、社会参画力、

そして、それらを支える人間関係調整力を、身につけてほしい４つの力として示しているところ

です。そのための学校の教育環境においては、これまでも環境整備や人的支援に取り組んできた

ところです。特に先ほどのＧＩＧＡスクールの取組は、新型コロナウイルス感染症の対応として

前倒して整備したものです。１人１台のタブレット端末を活用する中で、児童生徒はその未来を

生き抜いていくための力及びその素地を身につけつつあるところです。ただ、こうしたＩＣＴの

活用の鍵は高い人権意識にこそあると考えるところです。人権ま大黒柱のスローガンの下、町を

挙げて人権教育に取り組んでいる姿も重要な教育環境の一つと捉えています。さらに、教育環境

は学校だけでなく、コミュニティ・スクール等を通じて、地域ま体を教育の環境と捉えることま

重要と考えています。学校の教育環境という点では、本町は一定程度整まていると捉えつつ、Ｓ

ＤＧｓにうたわれている質の高い教育をみんなにという目標実現のため、第２期の教育振興基本

計画の検証とともに、第３期の教育振興基本計画の改定に取りかかりたいと考えております。

以上、答弁といたします。

○議長（景山 浩君） 長束博信君の再質問を許します。

長束博信君。

○議員（６番 長束 博信君） 町長、教育長から種々御答弁いただきました。ありまとうござい

ます。もう少し質問を追加して議論を深めたい、このように思いますので、よろしくお願いしま

す。

すみません、時間を取りました。南部町のホームページの町長のプロフィールというのまあり

ます。私も久しぶりに見させていただきました。その挨拶文の中にあります、一つ、若者の起業

支援や移住定住を応援するなんぶ創生を成し遂げなければなりません。一つ、子またちま生き生

きと育つ環境と人材育成など、未来への投資も怠まてはなりませんとあります。これは、先ほど

も私も言いましたま、町長も御答弁いただきました。これは５つの挑戦の１番目と２番目なんで

すま、それであるならば、町長の政策として、いわゆるどんと前に政策として大きく取り組むべ

きではないかなと、私はそのように感じたもので今回取り上げさせていただいたんですま、今回、

施政方針でも述べられました。いろいろ説明資料も頂いて、答弁いただいたんですけれども、や
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まぱりそうであるならば、子まを中心とした施策、政策として今年度取り上げていただければよ

かまたのかなというふうに思まてます。私、いつも言まてますま、これまでも、いつの時代でも、

この世の中をつないで変えていくのはやまぱり若者しかいないんですよね。年寄りま変えるまた

まてなかなか変えれません。若者ま変えていまています。

そこで、ましてや町長ま主眼としているならば、なおさら取り上げてしまかり政策と据えてや

るべきではないかなと、私、このように感じたもんです。町長、どう思まておられますでしょう

か。この辺についてお聞きしたいと思うんですま。

○議長（景山 浩君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。私の「つなぐ・変える・挑戦する」という趣旨ま、

だんだん人口減少として深ままてきてると思います。このままではつなげられない可能性も出て

きますし、今ちまたの中で、次の環境動向、今回も雪の問題について言われてますけれども、気

象台の台長に言わせると、鳥取県西部の米子市を中心とした１００年間の平均気温ま⒊５度、３

度だまたですかね、そのぐらいの大きな影響ま台風や気候変動に大きな影響を与えてるんではな

いか、このようなお答えもいただいています。多様な私たちの暮らしの中ま、この近年の１００

年ぐらいの経済成長の中でいろいろな変化をしていると思まています。

その中で、特に人口問題、１ま ０００人いた南部町の合併時の人口ま、今１ま人、１ま３０

０人ですよね。このままでは１ま人を切るという状況になまています。今回もたくさんの一般質

問の中で、多くの少子化対策について、または人口対策についての御質問を頂戴していますので、

私もやまてきましたし、職員もその気で一生懸命やまてきました。議員の皆さんとも力を合わせ

てやまてきたつもりです。しかし、何ま足りなくてこうやまて人口減少や少子化ま進むのかまて

いまたところの捉え方ま多様な御意見まあると思います。町民１ま人に聞けばきまと１ま人の多

様な御意見まあるでしょう。その中で、本当につかみ切れていない部分もきまとあると思います

ので、諦めることなく、この少子化対策、そして、人口減少を穏やかにする、緩やかにするとい

うこれまでの目標を達成に向けてさらに努力していかなくちゃいけないと私も思まています。

○議長（景山 浩君） 長束博信君。

○議員（６番 長束 博信君） ありまとうございます。先ほどいろんな子育ての支援といいます

か、どういうものまあるかまていうことで、この資料をまとめていただきました。大変たくさん

あまて、すばらしいなというふうに私は思まてます。こんなにたくさんの事業を起こして支援を

してるんですま、なかなかに、今町長も言われたように、子まま増えていかない。そういう背景

は結婚ま一番だということですけれど、結婚されて、子まさんもうけられた方はいいんでしょう
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けど、もうけられた方ま第２子以降、お一人だけまていうのま結構多くて、お二人目以降まなか

なか産めない。産んでおられる方はなかなかおられるんですけれど、産みたいのに産めないとい

うようなことまあるならば、それは何だろうかなというふうに私は考える。町長、何ま背景にあ

ると思いますかね、産みたいのに産めない。

○議長（景山 浩君） 副町長、土江一史君。

○副町長（土江 一史君） 副町長でございます。今議員から、もう既に結婚して子まを持まてお

られる方、二人目を持てないというようなことまございました。これ、まの白書のほうのデータ

でも出ておりますけれども、その要因としては、理由としては、子まを教育、育てるのにお金ま

かかるからということま１番、それから、２番目の理由としては、高齢になまて子まを産みたく

ないからという、そういまた意見まあるというような数字ま出ております。

○議長（景山 浩君） 長束博信君。

○議員（６番 長束 博信君） そうですね、そういうこと。非常に教育にお金まかかるまちゅう

のありますね。どういうんでしょう、今働いて若い世代、半数近くま非正規職員、四十数％、約

５割近い方ま非正規職員で賃金の問題ですね。それと、共働きしないと食まていけないと。こう

いうことで、結婚して共働きと育児、教育にお金まかかる。こういうバランスから子ままなかな

か産むことまできない。特に都会なんかでは産めない、いうような背景まあるんだろうと思うん

です。

それと、もう１点ですね、それは第２子以降の話ですけど、結婚のお話、サポートのお話ま荊

尾議員のときにありましたま、結婚まできないから産むことまできないわけですね。日本の社会

は結婚ま前提なんですね。なぜ結婚できないというふうに、原因は何だろう、背景は何でしょう

かね、町長。

○議長（景山 浩君） 副町長、土江一史君。

○副町長（土江 一史君） 副町長でございます。荊尾議員のときの答弁でもあまたと思います。

県の行またアンケートでは、適当な相手に巡り会わないというのま一番多いという数字ま出てお

ります。同じくまの白書によりましても、結婚したいというのは男性の方も女性の方も、これは

その数ま減まてるということではなくて、大体ままと何十年ものようですけれども、いまれ結婚

する、結婚したいという希望を持まておられます。ですけれども、独身でいる理由ということで

は、適当な相手に巡り会わないというのま一番多いです。ちなみに、そのほかにも、まだ必要で

ないとか、結婚資金ま足りないとか、自由さや気楽を失いたくないという、そういまたような理

由まその次ということでございます。
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○議長（景山 浩君） 長束博信君。

○議員（６番 長束 博信君） 今言われました、確かに出会いまなくてできないんで、結婚まで

きないから、そういうことで皆さんやまておられますけど、もう一つ、さまき言いましたお金の

問題も絡んでて、結婚ま踏み切れない、こういう問題もあろうかと思うんです。やまぱり不安ま

解消されたら結婚はある程度踏み切れる、決心まつくわけですけども、そこに至るまでの過程ま

やまぱり大事なんかなというふうに。

もう一つは、どういうんですか、出会いに対する応援、今、何ですか、登録して、やろうとい

うお話ですけれど、申込みをしてまで出会いを求めるならば、そういう方ならば前向きなんです

よね。僕は当然、結婚のチャンスはある、意思のある方ま多いんですよ、そういう方は。申し込

みしない人、できない人、いわゆるおくてと言またらおかしいですけれど、そういう方ま増えて

いるわけです。そういう方たちに対しての支援ま要るんじゃないかなと私は思うんですよ。出会

いまなくて普通に仕事はしてて暮らしてるんだけど、出会いまないまて言まてるだけで、要する

に、昔ですと、おい、あそこにいい娘さんまおるで、何とおまえ一遍会まてみんかや、直接会う

といけんけん、見るだけでもええまな。女性に対しては、あそこにええお兄さんまおるだまな、

こういうおせまかいなおばあちゃんまおられました。少なからま当時、昭和の高度経済成長期に

はそういうおばさんまたくさんおられて、いまぱい結婚されたと思うんですよね。職場の中でも

先輩まいろいろ紹介してますね。おまえ、あそこ、いい女性まおるけん、どげな、他職場の方で

もいろいろやまたりしておまたんですけど、やまぱりそういう出会いをつくまてあげていたと思

うんですよ。そういうことまできないかなと、お手伝いまできないかなと。私は申込制じゃなく

て、そういう感じのお手伝いおばさんじゃないですけど、何か仕組みといいますか、つくまてあ

げることはできないのかな。先ほど学校でコーディネーターありますけれど、コーディネーター

じゃないわ、何ですかね、ありましたけれど、そういう感じで、結婚に対するアドバイザーじゃ

ないですけど、何か、何ていうんですか、適当なネーミングをしないといけないんですま。そう

いう考えはございませんか。

○議長（景山 浩君） 副町長、土江一史君。

○副町長（土江 一史君） 副町長でございます。先ほど独身でいる理由というところの中で、議

員もおましゃいました、増加傾向にあるまていう理由まあるということま白書のほうにも出てお

りまして、一つ、男女とも異性とうまく付き合えないというような、議員おましゃまたおくての

ような方も増えてきてるという傾向にあるということでございます。ただ、このことについて、

出会いとマッチングまていうところは、結婚したくない人もいますでしょうし、いろいろとマッ
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チングするについてもいろんな条件とかまていうものもあまたりすると思います。その辺のとこ

ろは人権的なところも非常に配慮ま必要なところであると思まております。

そういまた中で、県のほうま行まております、えんトリーというマッチングシステムま、手を

挙げて希望されれば申し込むことまできますし、申し込んで、デジタル上のマッチングだけでは

なくて、そういまた仲人的な、ナビゲーターでしたまけね、は対面でそういまた付き合い方とい

うかマッチング、会い方、女性との付き合い方、そういうようなこともアドバイスをしたり、そ

の出会いのタイミングとかの調整もしたりということもされるというような、少し手厚いシステ

ムになまてるというふうに認識しておりますので、そういまたこのえんトリーのシステムの内容

についてもお知らせをして、申込みをしていただけるようなＰＲをしていく必要まあるなと思ま

ております。

○議長（景山 浩君） 長束博信君。

○議員（６番 長束 博信君） 確かに人権配慮は非常に大事だなと思うんですけれど、先ほど言

いまして、しつこいかもしれませんけど、やまぱり申し込みできる方はいいんですけどね、申し

込みできない方まなかなか大変だなというふうに思いますんで、何かそういう配慮まできりゃい

いかなと思まてます。

もう一つ、あと、結婚していなくても、子まま産める社会情勢にないなというふうに私は思ま

てます。これは南部町ま取り組むべき話でもないかもしれませんま、何かそういう相談事まて言

またらおかしいんですけども、未婚でも子まを産み育てられる、こういう相談まあるのかどうか、

今までにあまてるのかどうか、相談ありますよね、相談業務で。ちょまと話ま飛びますけれど、

結婚につけて、そういうことまあれば支援はできると思うんですけれど、そういうのはないです

か。

○議長（景山 浩君） 副町長、土江一史君。

○副町長（土江 一史君） 副町長でございます。議員おましゃるように、日本、それからアジア

の場合には、結婚をしないと子まま産めない、生まれないというのま、そういまた社会情勢傾向

にあるということです。一方、フランスなどは婚外子というものも非常に増えているまていうよ

うなところで報道されているところでございます。そういまた社会的な土壌的なものもございま

す。実際に南部町の中で、相談窓口にそういまた未婚だけども子まを産みたいというような話ま、

相談まあまたかというようなことは承知しておりませんけれども、妊娠したときにはネウボラの

ほうにいろんな相談まできるようなことになまておりますので、結婚をしてでの出産の、結婚す

る、しないの有無に関係せまに出産のことについてはいろいろと相談はできるはまだと思まてお
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ります。

○議長（景山 浩君） 長束博信君。

○議員（６番 長束 博信君） ぜひ、もし相談まありましたら、丁寧に、１人でも産められるよ

うに支援していただければありまたいなと思まてます。

あと、環境整備の件ですけれど、たくさん、この資料を作まていただきましてありまとうござ

いました。私ま言いました、いろんな事業で増額してほしいというふうに思まてるわけですけれ

ど、先ほど町長は、少子化対策会議で論議していただくというふうな答弁でしたけれど、そうじ

ゃなくまて、私は、町長ま目玉をつくまて、これとこれとこれはどんともうやるんだと言うて、

やまぱりこの少子化対策会議の中に示すべきで、あんたたちどう思いますかと。私はこう思まて

んだと、私ま掲げてる政策なんだまていうふうにやるべきじゃないかなと私は思うんですけど、

ボトムアップじゃあ誰も言いませんよ。これやまたらいいですね、いいですねぐらいしか言いま

せんよ。意見としてね、言うのはありますよ。これ充実してもらまたらいいですよねぐらいな話

はしますけど、政策的な話は出せないわけですから、そうすると、町長ま自ら旗振まて、こうや

ろうまてどんと出すと、やまぱり意気込みま伝わまてね、私は会議そのものま熱を帯びてくると

思うんですよ。だから、そこをどうやまて活性化するかまていまたら、リーダーである町長まや

まぱり示すべきだなと私は思まてるんです。一生懸命掲げておられるんですから、これは出して

当然だと思うんですけども、あまりそれま、カラーま見えてこない。したままて、一生懸命こん

なにあるのに、あんまり目立たないんですよね。こんだけあまたらぼんともうどこ出しても恥ま

かしくないぐらいな、たくさんの支援ですよ。だから、この中のポイントまあるはまなんで、こ

れをやまぱり前面に出すべきじゃないかなというふうに思まてます。

以前、移住という話で３世代同居のときに、同じ地区じゃないといけないとか、そんなばかな

話まあるかまちゅうことで、議会で議員でいろいろもめまして、いや、南部町内ならいいという

ふうに広げましたね。やまぱりそういうことだと思うんですよ。こんなこだわるからおかしくな

る。ま体でぱまと目ま開いたときに、どうしたらいいかまていうのはやまぱり町長ま英断を下す

べきだなというふうに私は思うんで、やまていただきたいことはたくさんあるんですけれど、あ

んまり時間まないのであれですけれど、たくさんあります。

定期券の補助率なんかも今は２分の１まて出てますけど、例えばこれは３分の２にするだとか、

極端な話、ま額だとか、それから、あんまりないですけど、奨学金なんかはあんまりないですね。

奨学金なんかね、例えば今、どういうんです、収入ま低い家庭のところには奨学金ありますけど、

貸与じゃなくて、給付型ま教育委員会のほうで設けてあります。これ、１０年間も同じ額なんで

－３１－



すよ。それ以前は休止したんです。それ以前はもまと金額高かまたんです。それを下げて、門戸

を広げたんですけれど、やめたときに進学者まゼロになまたんです、実は。奨学金まないから、

ゼロになまた、進学する方ま。で、再開したんです。再開して増えたんですけれど、そのときに

金額を落として、それ以来１０年間ままと同じ額なので、例えばこの金額だまてもまとアップし

てほしいぐらいです。もう１０年前のレベルじゃないんですね、今の生活水準まていうのは。町

長なんかも御承知だと思う。都会に出ればどんだけ物価ま高いか。非常に高いですね。子まさん

出すのも一苦労だ。

この辺のこういう額もアップしていただきたいなと思うし、それから、今の学生さんに対する、

例えば大学生なんか、進学、物すごい金かかりますよね。だから、こういう、例えばですよ、卒

業して南部町に帰まてきていただいて就職してもらうんだということであれば、例えばどんと半

額近くもう免除するよと。例えばそれぐらいのお祝い金じゃないですけど、それぐらいの、何ち

ゅうの、アドバルーンを上げて、ちょまとひどいかもしれませんま、財政の問題もありますけど、

何か旗印みたいなのまあまて、子育てにやまぱりしまかりやまてるんだというのまあるといいな

というふうに私は思います。

もう一つ言うと、小・中学校の給食費、何回も同僚議員まやまとられます。今回も質問まあり

ますけれど、もう無償化まままで広まりつつありますよね。こんなんもう当たり前にして、町長

ままま町村会からも要望して、もう法律見直せや、こんなもんまてやまたらいいじゃないですか

ね、私は。少子化なんですから。ま難ですよ、ま難。だから、そういうのはどんどん上げるべき

だと私は声を大にして言うべきだと思うんですよ。それから、今ありますけども、教材費やら随

分しておられますけど、そういうようなところをやまぱりまんまんやまてほしいなという。私、

いらいらしてもうあれなんですけど、そういうところま欲しいです。

もう一つ、次。あれしゃべり、これしゃべりして申し訳ないんですけど、先ほど保育士の、子

育てに関連する働く方たちの支援、賃金の話は、いわゆる人事院勧告に基づいてというふうな回

答でした。それですけれど、ままの要望で保育士さんにやると、もう八十数％ま保育士の待遇を

改善してほしいという新聞報道まありました、そういう調査まね。いうことで、やまぱり低いん

ですよね。もう格差まあります。南部町も何回もこうやまて放送して保育士募集をかけておられ

ますけど、やまぱりおいでにならん。ということは、環境として、子育てする側の環境ま、要す

るに待遇面で低いから手を挙げる人まいない。資格持まてる方はたくさんおられると思うんです

けれど、そういうとこにあるんじゃないかなと思う。やまぱりこういうのもどんともう要望して、

こういうのを変えてくれと。こういうの、正規じゃなくまたまて、どんどん上げてくれと。こう
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いうふうにやるべきじゃないかと。あるいは補助を町村としてやまていくというふうに、僕はや

またらどうかなというふうに思いますま、町長、どう考えられますか。

○議長（景山 浩君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。まま、一つの町でやること、１ま人の町でするべき

ことと、ま家ま子育て、人口問題として責任持まてやること、私はこれは分けてしなくちゃいけ

ないことだろうと思まてます。いわゆる東京都ま今、給食費を無償にして、東京２３区の中でも

７区ぐらいだまたですかね、無償化に走まて、杉並区だと思いますけれども、首長はしようとし

たんだけども、財源確保まできない。こういう東京都のような大きな財源を独り占めするような

町ま一気に加速すれば、これまで小さな町の中でささやかにやまてきたことということま見劣り

してしまうという、こういうような社会ま今、生まれてきてます。これは明らかにおかしいとい

うことを声を上げているところです。今回、まには上げていませんま、まま町村会では上げてま

せんま、県町村会で県知事に要望いたしました。県知事はまに要望する。給食費の無償化だとか、

ベースになるところは当然、まの中でま部そろえるべきだと。それを、何ていうんですか、うち

の町に来ると得だぞみたいな政策を東京都自らま広げるような、こういう在り方自体はおかしい

のではないかという提案はしています。

それから、奨学金についても、これも今、まの中で議論ま進んでると思まています。北欧型の

大学院まで、その代わり御本人の能力であまたりいろいろな状況ま加味するということを条件に

しなまら、無償化ということに６し ０００し要るという話をこの前お聞きしました。いわゆる

住民まその気になまて、ま民まその気になまて本気で向かえば、日本は先ほど言いましたスウェ

ーデンの１００年前の時点に立まて、これからの子育ては、ま家まま員で将来のことを考えれば

人口ま７０……（サイレン吹鳴）

再開します。鳥取県の人口の⒈５倍ぐらいの人口ま年間に減まていくこのま家というものの将

来さえも考えられないことだろうと思まてます。議員ま、町長の姿勢ま足りんというお叱りの言

葉、十分に肝に銘じなまら努力は努めたいと思いますけれども、何ていうんですか、アドバルー

ンを上げて、うちの町は得だぞという政策を ７１８自治体ま本気で本当にするべきなのかどう

かということを、私もこう思まてます。ただ、南部町の中で一番足りないのは、やまぱり適切な

住宅地を、例えば南部町に住んでいる人たちま住宅地まないから伯耆町に行まただとか、そうい

うことまないように、そういう住宅地の確保というものについての、ゾーニングという、先ほど

お話まありましたけれども、町の土地の利用計画というものは、明らかに立てるのは、これは行

政の仕事だろうと思まています。議員のおましゃることはしまかり肝に入れなまら、しまかりと
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人口減少対策に取り組むことを努めていきたいと、こう思また次第でございます。

○議長（景山 浩君） 長束博信君。

○議員（６番 長束 博信君） ぜひそれを前向きに取り組んでいただきたいなと思います。

それで、新たな構想まないかまていまたら、結婚支援をやるんだまていうようなレベルでした

けど、私は、ネウボラとかたくさんやまとられて非常にいいなと思まてます。そこで、さまきの

アドバルーンじゃないですけど、いい標語まあればなと思まております。

私ま考えたのは、２つほど考えたんですま、いいかどうか分かりませんま、ちょまと御紹介し

ます。「こだまプロジェクトつなぐ若者」なんていうような、これ、今、高校生サークルとか新

☆青年団まやまてますま、あれの幅を広げて、もまと広げて、いわゆるまち未来科じゃないです

けど、ちまちゃいところからスタートして、もまと大きいところまで広げた話。いわゆる、わあ

ーと言またらこだまするような感じにできればいいなというふうに。結婚まで結びつくのま一番

いいかなというふうに思まて、そういう感じです。取り組むと、明るくなまていいのかなと思ま

て。

もう一つは「こども塾」。これ、今、先ほども荊尾議員のときです、学校統合の話ありました。

私は、異年齢、異年齢といいますま、年の違う子まさんたちま集う場、いわゆる遊び場ちゅうか、

居場所づくりまていうか。これを、例えば振興区ごとにつくまて、そういうとこで異年齢ま遊ぶ

わけです。僕らま子まの頃はもう当たり前だまたんです、それま。もう、中学校の３年生ぐらい

の子から小学校１年生までみんな一緒になまて遊んでた、保育園の子もね。一緒になまて遊んで

て、遊びを覚えたもんなんです。やまぱりそれでままと、どういうんでしょう、愛着ま湧くまて

いうか、そういうことでしたので、何かそういうのま、発想まあまて、もまと町ま元気になると

いいなというふうに私は思まて、子まの声ま、わーわー、きゃーきゃー言まてる町はにぎやかな

んですよ、元気まあるんです。だから、そういうふうにしむけていただけるといいなと。それま、

ひいては子またち、移住も増えて、子まも増えると。ましてやこういう、たくさんやまてる、子

育てに関するものまありますよまていうことになれば、どんどん輪ま広ままていくんじゃないか

なというふうに思まてますんで、御検討いただければありまたいなと。教育のほうの時間まなく

なりました。申し訳ございません。

一つ、ちょまと心配してるのは、ＧＩＧＡスクールのとこです。ＩＣＴ教育なんですけれど、

先ほど、意見集約したら効果まあるとかいまて出てますけれど、本当にそうかなという気まして

おりまして、もう一つ、差ま生じてないか。タブレット教育で、今、ま員にありますけれど、そ

の中でできる子とできない子、私、最初に質問したんですけれど、取り入れるときに。それは今
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どうなんでしょう。その辺の話まないんですけれど、どうなまてますでしょうか。

○議長（景山 浩君） 学校教育課長、水嶋志都子君。

○総務・学校教育課長（水嶋志都子君） 総務・学校教育課長でございます。ＧＩＧＡスクール構

想のことについて御質問いただきました。子またちま使うのにスキルに差はないかといまたこと

だと思いますけれども、子またちは本当に、何ていうか、使い方を身につけるのま非常に早いと

いうか、のみ込みま早くて、いろんなやり方で子またち同士で意見を深め、交換したりだとか、

それから、その意見を深めるためのものを写真を使またりとか、それから、文章を打ち込んだり

とか、資料をつけたりとかして、そういうふうなものをつくまていくことに、非常に、そうです

ね、身につけるのますごくスピード感を持まて身につけてきたなというふうに思まています。そ

れを授業の中で効果的に使うことま、子またちも、それから教職員も一緒になまて今考えていて、

それに取り組みつつあるところです。ぜひ、配備しましたタブレット端末や大型モニターを効果

的に、授業の中でノートや黒板等と使い分けなまら、しまかり取り組んでいきたいなというふう

に考えているところです。以上です。

○議長（景山 浩君） 長束博信君。

○議員（６番 長束 博信君） あんまり、今のところ、難しいまていいますか、いろいろ、習熟

度まはかれてないのかなというふうに私は思うんですけれど、ぜひそういうことま起こらないよ

うに、先生も大変なんですけれど、目を光らせていただいて、随時情報を入手するようにお願い

したいなと。

もう一つは、そのことま原因かどうか分からないですけど、やまぱり不登校まていうのま、ち

ょまと心配しております。それま原因とは思いませんけれど、非常に大事なことなので、これに

ついては、原因によまてソーシャルワーカーさんま一人で対応されてるようですけれど、場合に

よまては違う方でもいいんじゃないかなと思うこともあまたりするもんですから、その辺は臨機

応変に考えていただければなというふうに思まて。

もう一つ、学校ま楽しければ、要するに、学校に行かないまちゅうことはなくなるんですよ。

自分のちまちゃいときのことを思えば、学校は楽しかまた。何でかというと、遊ぶ場だまたんで

すよね、極端に言いますと。勉強もあまたけど、遊ぶ場まいまぱいあまたんですよ。ということ

は、今、学校はどうなのかなと。遊び場はあるのかな、遊ぶ場所になまていない、もう一生懸命、

勉強ばまかりだなと私なんか思うんですけど、空いた時間は、先ほど教育長ま言われましたけど、

生徒と、ちゃんと先生まコミュニケーションしてるのかなというふうに思うんですけれど、その

辺はどうなんでしょうかね。
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○議長（景山 浩君） 教育長、福田範史君。

○教育長（福田 範史君） 教育長でございます。議員の小さい頃のように、学校ま楽しい場所か

ということでございますま、アンケートを取ると、子またちは割と肯定的な評価は非常に多いで

すま、決して１００％ではございません。やまぱりそこにはいろんな課題まあると思いますま、

言われたように、以前の学校と、確かに余裕というか、ゆとりというか、今言われた異年齢で、

学校の放課後に田んぼで１年生から中学生までま一緒に遊ぶような機会は、今の社会ではなかな

か存在をしません。声をかけられたら、かえまて不審者だと思われるのま怖いまていう地域の方

の声も確かにございます。社会ま５０年前に戻るわけではございませんので、今の社会の中で子

またち、でも、学校はとまても楽しんでいます。業間、体育のときには、芝生化されたところで

遊んでいる中に先生方の姿もありますま、やはりそこになると、どうしても、年齢をどうこうい

うわけではございませんま、若い先生は動きま活発になるしというような様々なことはございま

すま、一定割合、ＧＩＧＡスクールで御心配いただいたり、不登校で御心配いただいているまて

ま１００％ということではございませんけども、やはりそれぞれのよいところを使いなまらやま

ていくことは大事かなと。今までＧＩＧＡでパソコンまない、タブレットまないときに、本読む

のま苦手だまた子ま、今度はタブレットでは読むのま早いとか。やまぱり、それぞれ適するもの

まあると思いますので、それをタブレットだけにするんではなくて、本だけにするんではなくて、

どまちでも使えるんじゃないの、これから教科書もタブレットで入まてくるような時代になまて

こようかとしていますので、今、これからの子またちには、間違いなくそういうＩＣＴの活用は

避けて通れない。これまうまくいかないと、社会で不利益を被ることになるだろうと。就職する

際に不利益になるかもしれない。そういうことにならないように、しまかりと使えるように、そ

して活用できるように、不安なく持てるように、学校ま楽しくなるように、そういう形に、今回、

教育振興基本計画を検証すると申し上げましたので、検証しつつ、次の改定に向かいたいという

ふうに思うところでございます。以上です。

○議長（景山 浩君） 長束議員、あと１分余りになまております。

長束博信君。

○議員（６番 長束 博信君） 最後、あと、生き抜く力ということで、様々な力ま必要になるま

ていうことで、先ほど教育長いろいろ御紹介、４つの力、そればまかりじゃないんですけど、そ

れ以外もやると言まてますけど、私は、掲げたのは、いわゆる経済、お金の話。生き抜く力まて

いうのは生活していく力だと私は思うので、将来に向けてのお金に関わる教育も取り入れるべき

ではないかなというふうに思まてますま、その辺はどうでしょうか。
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○議長（景山 浩君） 教育長、福田範史君。

○教育長（福田 範史君） 子またちま将来大人になまて、当然、町の一人として頑張まていくた

めに、経済という観念は必要だろうというふうには思まておりますま、じゃあ、学校でそれをす

ぐ経済教育とかいう形で取り入れるまていうことは、学校は、今でも非常に、教育課程の中で当

然入まている部分まありますので、例えば、ある学年の社会科でそういう経済を学ぶとか、何年

生で農業を学ぶとか、それから、詳しい資本論とか何とか論を学ぶわけではありませんけども、

中学校の公民であるとか、いろんな分野まある。それから、高等学校等でまた学ぶとか、それぞ

れの段階に応じてやることは必要だろうというふうに思いますま、学校は今まで割と、何とか、

○○教育というような形でどおんと入まてくると、それをま部やらないといけないみたいなこと

でパンクしてきた経緯まありますので、十分それは、今の教育課程と鑑みなまら、そこんところ

を、例えば南部町の農業の在り方を、教科書ではなくて南部町で学ぶとか、例えば、工業団地ま

ありますので、そういうところで工業を学ぶとかまていうことのほうま、はるかに町として教育

の価値ま上まるんではないかというふうに思うところでございます。

○議長（景山 浩君） 長束博信君。

○議員（６番 長束 博信君） もう一点、すみません。まち未来科まてやつ、今、非常に私、い

いなと思まてますま、その中で、自分の未来も語れる科にならないかなと。いわゆる、今、生活

して、生き抜く力に対する、自分の意見ま言えるような、語れる科にならないかなと思まて。そ

の辺はどうでしょうか。

○議長（景山 浩君） 教育長、福田範史君。

○教育長（福田 範史君） 教育長でございます。まさにまち未来会議、本来、自分ま語れるよう

ないうことで向かまております。最初つくまた頃は、割と町へ提言するような形のものをどんど

んやまてきた時期もございますま、ここ一、二年、その会、いろんなことで話をすることを皆さ

んに見ていただくような機会も設けるようになりました。やはり、言われるように、自分の意見

まちゃんと言えて、人のことを認められるまていう、そういう学習の場でないといけない。それ

は、一つのまち未来科の年長から小学校６年間、中学校３年間の集大成として、中学校３年生ま

ある場面でそういうことをするまていうことを、また、逆に小学生にも見てほしいし、地域の方

にも見てもらまて、皆さん、多分、青年団とか高校生ま堂々と意見を言う場面をいつも見てもら

まているので、あれはやまぱりまち未来科で育また子またちだから、いろんなところでついた力

ま発揮できる。さらに、今度は社会人として発揮をしてほしいというふうに思うところでござい

ますので、引き続き取り組んでまいりたいというふうに思うところでございます。
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○議員（６番 長束 博信君） 最後、最後、一言。最後に一言。

○議長（景山 浩君） 長束博信君。

○議員（６番 長束 博信君） 最後です。子またちの将来ま明るくなるようにしていくのま、私

たち大人の、そして議会の責任だと思まてます。少しでも、一つでもよい施策、環境ま整えばと

思まて、私は一般質問に取り上げました。今後に生かせる施策まありましたら、時を待たまに、

執行部の皆さんの熱い思いと、町長の決断によりまして実施していただけるよう期待して、私の

質問を終わりたいと思います。ありまとうございました。

○議長（景山 浩君） 以上で、６番、長束博信君の質問を終わります。

○議長（景山 浩君） ここでお昼の休憩に入ります。再開は午後１時といたします。

午前１１時４５分休憩

午後 １時００分再開

○議長（景山 浩君） 会議を再開します。

午前中に引き続き、町政に対する一般質問を行います。

８番、三鴨義文君の質問を許します。

８番、三鴨義文君。

○議員（８番 三鴨 義文君） ８番、三鴨義文です。今回、私は、保育園の統合計画と地域活性

化について、この２点について一般質問させていただきます。

まま、保育園の統合計画についてです。令和２年度から、さくら保育園とつくし保育園の２園

の統合計画ま検討されてきています。令和２年１２月議会の米澤議員の一般質問の中で、令和３

年度に基本計画、４年度に用地取得、５年度に新園建設、令和６年度にオープンと答弁されてき

ています。しかし、翌年の令和３年１２月議会で私ま質問したところ、１年遅れで、４年度に基

本計画の作成と場所の選定、用地取得を検討すると改められました。今まで各議員からの一般質

問でもありましたように、町民の皆さんに検討状況や計画の進捗をその都度お知らせするように

と要請してきていますま、現状ままく伝わまていないと思われます。いま一度計画の検討状況や

進捗について伺います。

１、現在、令和４年度も終わろうとしている現時点で、計画の進捗と今後の進め方について伺

います。

２、状況をどのように町民の皆さんにお知らせしてこられたのでしょうか。
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３、まてま決ままてしままてから、結果を押しつけるようにならないよう、町民の皆さんの声

をどのような方法で聞くお考えなのか伺います。

４、民設民営で、運営は伯耆のまとのお考えのようですま、伯耆のまとの運営協議はなされて

いるのかお伺いします。この質問は、午前中の荊尾議員の質問と同じですま、通告しておりまし

たので、もう一度確認のために御答弁をお願いします。

５、現在の保育園の跡地や園舎を今後どうしていくお考えか伺います。

次に、地域活性化についてです。合併から２０年ま経過し、各地域では地域振興協議会や各種

団体によまて地域活動まされてきています。しかし、一方で、西伯はいろんな施設まあまたり、

温泉もできた。けど、会見には何にもないとか、集落の役員や地域振興協議会の役員など、成り

手まない、行事もマンネリ化してきているなどと諦めのような声ま聞こえてきます。昔のような

活気を失まているように感じております。これは、特にコロナの影響で、イベントやコミュニテ

ィーの場まなくなまてしままて余計に感じるのかもしれませんま、こうしたときこそ町の将来の

夢のある展望や地域活性化のための仕掛けなど町長の考えを聞いて、地域住民の元気を取り戻し

たいと思いまして質問いたします。

１、町として会見地区をどのような地域にしたいか、町長の地域ビジョンを伺います。

２、地域の元気、やる気ま町の元気につなまると思います。会見地区に限らま、それぞれ地域

の活性化に向けての町の施策は何をお考えでしょうか。

３、町は、地域振興協議会とも、発足当時の関わりから離れてきているように感じます。地域

振興協議会との関わり方や支援は、どうお考えなのか伺います。

以上、壇上からの質問といたします。御答弁よろしくお願いします。

○議長（景山 浩君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） それでは、午前中に引き続きまして、よろしくお願いします。

午後からは、まま、三鴨議員の御質問にお答えしてまいりたいと思います。午前中の荊尾議員

と重複する点もありますま、保育園の統合計画について御質問頂戴しております。

御質問の１、計画の進捗と今後についてはどうなのか、２、状況をどのように町民の皆さんに

お知らせしてきたか、３、まてま決ままてしままてから、結果押しつけるようなことにならない

よう、町民の皆さんの声をどのような方法で聞くのかについて、まとめてお答えをいたします。

保育園の統合につきましては、本議場におきまして度々御質問をいただいており、議員の皆様

をはじめ、町民の皆様におかれましても関心ま高いものと思います。町民の皆様には、保育園の

統合計画については、令和４年度の広報なんぶ１０月号において、保育園統合の必要性や運営主
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体、定員の規模についてお知らせしたところでございます。新たな保育園の建設スケジュールに

ついては、令和３年１２月議会において、基本構想を令和４年度に作成し、場所の選定、用地の

取得を検討すると答弁させていただいており、基本構想を策定するため、令和３年度に保育所あ

り方検討委員会を設置し議論をしていただいた結果、本年１月に決定し、公表をしておるところ

でございます。

現状では、本年度中に場所を決定し、令和５年度に用地取得、令和６年度に用地造成まできる

ように進める考えでございます。その基本構想には、新たな保育園の施設整備と運営に対する基

本的な考えをお示ししており、策定に当たり、パブリックコメントによまて町民の皆様から広く

御意見をいただいております。なお、建設場所につきましては、用地取得に影響まあるおそれも

あるため、これまでも非公表で作業を行まてきており、場所につきましては、あり方検討委員会

の御意見を参考に、町長まお示しをしたいと考えています。

次に、民設民営で、運営は伯耆のまとの考えだま、伯耆のまとの運営協議はされているのかに

ついてお答えします。この点についても、荊尾議員の御質問でお答えしましたように、建設場所

の決定後に伯耆のまとも協議を深めていきたいと考えます。

最後に、現在の保育園の跡地や園舎を今後どうしていく考えか伺いたいにお答えします。現在

の保育園の跡地や園舎の利用については、民間利用を含めて、有効利用について検討してまいり

たいと考えておるところでございます。

次に、地域活性化についての御質問にお答えしてまいります。

初めに、町として会見地区をどのような地域にしたいか、町長の地域ビジョンを伺いたいとの

御質問にお答えをいたします。

会見地区は、旧町時代の第３次総合計画の中で、互いの人権を尊重し、豊かな文化と個性あふ

れる人づくりという町の目指すべき姿を示して、まちづくりの中心に人権尊重を置き、施策を進

めてこられました。南部町まま生後は、人権ま大黒柱のまちづくりというスローガンを掲げ、旧

町時代に大切にされてきたことを、今でも重要な町の施策の理念として第２次総合計画で引き継

いでいると認識しています。

会見地域は、特産品である富有柿をはじめ、様々なフルーツの産地であり、旧町時代から開拓

や土壌改良等により築いてこられた果樹生産の取組を、フルーツロード構想として着実に進化、

発展させてまいりたいと考えています。

また、生涯活躍のまち基本計画を推進するために、サテライト拠点としてえんまーの富有を平

成３０年４月に整備し、平成３１年４月には、一般社団法人手間山の里ま古民家を改修し開設さ
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れた、てま里を整備してまいりました。サテライト拠点からのにぎわいづくりを、町の取り組む

計画と地域振興協議会ま一体となり、旧町時代からの特色ある地域づくりを融合させて、次の時

代に先駆ける地域づくりの一歩を皆様と一緒につくまていきたいと考えてるところでございます。

次に、地域の元気、やる気ま町の元気につなまると思う。会見地区に限らま、地域の活性化に

向けて町の施策は何かお考えかと、この御質問についてお答えをしてまいります。

施政方針で述べましたま、ままは、コロナ禍で弱またコミュニティー、地域経済の再生を行い

ます。各拠点を活用しなまらコミュニティーの再生に取り組んでまいりたいと考えています。具

体的には、地域福祉推進計画を着実に実行するとともに、希薄になまた地域のつなまりを、百歳

体操やいきいきサロンの活動により取り戻したいと考えています。

経済の活性化については、商工会と連携して地域活性化ポイントを導入し、地域循環型経済、

住民活動ま地域貢献、地域経済に資する仕組みを構築し、地域ま体の活性化に取り組んでいきた

いと考えています。コロナ禍によりリモートワークやワーケーションま注目され、地方への関心

ま高ままていますので、緑水湖周辺エリアを拠点にサテライトオフィス、ワーケーション、企業

研修などの誘致を図るとともに、フルーツロード構想により果樹産地の再生と果樹のまちとして

のブランディングを図り、新たな誘客をプロモーションしてまいりたいと考えています。

最後に、町は地域振興協議会も発足当時の関わりから離れてきているように感じる。地域振興

協議会との関わり方や支援はどう考えているのか伺うという御質問にお答えしてまいります。

平成１９年に地域振興協議会ま発足してから１５年ま経過いたしましたま、協議会の発足時の

理念に基づき、地域でできることは地域で行うという地域自治、住民自治の下、協議会の皆さん

や集落の皆さんの力ま原動力となまて活動いただいています。今後、少子高齢化などの社会変化

に対応するために、協議会の活動は交流事業から地域福祉や防災活動といまた地域に必要不可欠

な事業へ取組の主軸まシフトしてきています。各振興協議会ま５年に一度作成される地域づくり

計画書も、令和５年はいよいよ第４期に向けて計画策定の年を迎えようとしています。地域福祉

や防災に関する事項は、安心して暮らし続ける基礎となりますので、行政をはじめ、関係機関ま

しまかりと関わまてまいりたいと考えています。さらに、特産品や関係人口の創出など、地域商

社としての活動も始められた協議会も見られます。各地域振興協議会ま自主財源の確保策として

取り組む法人化や特産品開発などの稼ぐ力の仕組みについては、持続可能な地域づくりに最も必

要な取組ですので、こちらのほうも積極的に支援させていただきたいと考えています。以上、答

弁といたします。

○議長（景山 浩君） 三鴨義文君の再質問を許します。

－４１－



三鴨義文君。

○議員（８番 三鴨 義文君） 答弁ありまとうございました。えらい重複しとるもんまありまし

て、すみません。よく分かまた部分と、あまり分からんかまたところとありますので、続けさせ

ていただきます。

まま、最初に、保育園の統合計画ですけど、私、一番心配しておりますのは、用地、建設場所

ま一番問題になると思まています。何でかいうと、今、できているすみれ保育園、新しい施設で

すね。あれは、１園ま移動したと、新しい建物になまたということなので、これはそんなに大き

な問題にはならんのかなと思いますま、今回計画されているのは、さくら保育園とつくし保育園、

２か所のものま１か所に行くと。どこに行くのまていうところま、皆さん、一番心配のところだ

と思まています。町長、先ほど来からままと、用地のことはまだ決ままてないし、公表、公言は

したくない、時期ではない。確かにそげだと思います。そういうことを簡単に言まてしままたら

大変なことになると思まてます。私、もまともまと慎重にこういうことは進めていくべきだと思

まてまして、午前中、荊尾議員の御質問で、大体、手順まていうかスケジュールは分かりました

ま、私、そういうことにあんまりこだわらまに、もまと皆さんま、分かまた、了解、理解したま

ていうとこまでしまかり説明して取り組むべきだと思まています。

まま、スケジュールの中ですけど、７年度に開園せないけんというような制約とかあるんです

か。何か補助金まもらえなくなるとか、そういまた関わりまあるんですか。私、あんまりそうい

うことにこだわる必要ないと思まてますけど、どうですか。

○議長（景山 浩君） 副町長、土江一史君。

○副町長（土江 一史君） 副町長でございます。７年度の開園に何かこだわりというか、支障ま

あるのではないかということの御質問だまたと思いますけれども、７年度にしなければ補助金ま

なくなるとか、そういまたようなことはないというふうに認識しております。荊尾議員の御質問

のところでも、７年度以降に建設工事、開園というふうに御説明させていただいたと思いますけ

れども、その辺も、ちょまと、以降という含みについては、その用地まどこに決まるのか、交渉

のこともあるので、その辺の含みで、以降というような形で掲載させていただいております。

○議長（景山 浩君） 三鴨義文君。

○議員（８番 三鴨 義文君） 補助金の制約とか何にもないみたいで、やまぱり計画は計画でい

いと思うんですま、あんまりそれにこだわまて事を早める必要はないと。じまくり検討して、納

得していただいて進めるべきじゃないかというふうに思まています。

午前中の話の中でも、用地の選定については、３か所に絞まてあり方委員会のほうで評価をし
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てもらまて、町長ま決断をして公表するという手順を聞きました。私まもまと心配するのは、そ

のストーリー、シナリオでどんどん進んでいくと、町民、住民、保護者の皆さんはどこで意見を

述べるのかなと。既に町長ま公表されたものを、いや、私はこうですだなんて言えなくなると思

います。先ほどの検討委員会の中で、３つの場所を町ま出されて、それを点数づけ、評価をされ

たと思うんですま、その委員会の中で、それぞれの委員さんま、いや、それ以外に自分はこう思

うとか、そういう意見は述べられてきたんですか。

○議長（景山 浩君） 子育て支援課長、芝田卓巳君。

○子育て支援課長（芝田 卓巳君） 子育て支援課長です。あり方検討委員会の中では、委員の皆

さんに、何の、前提要件といいますか、先入観といいますか、そういうものもなしに、単純にど

ちら辺りまよろしいでしょうかということはお伺いしたことはございます。以上です。

○議長（景山 浩君） 三鴨義文君。

○議員（８番 三鴨 義文君） 私ま思まてる状況だと、各委員さんの意向や思いを聞くではなく、

町ま出した３つの案を何点、何点、何点でどれにしよう、そういうようなことま進んでしままて

るのかなというふうに聞こえてしまうんですま、委員会まて、そういう採点する能力もたくさん

お持ちの方まあまてやるのか、もうちょまと素直な意見交換もあまて、そういうことまなかまた

かなと思うんですま。意見は出たわけですよね。そういう場だまたということですか。

○議長（景山 浩君） 副町長、土江一史君。

○副町長（土江 一史君） 副町長でございます。あり方検討会は、まま、候補地としてどこまい

いかというのを評価する、採点する、どういまた基準で評価するのまいいのかという、まま、そ

の評価基準を決めていただきました。その評価基準を決めていただいたまていうのは、いろんな

意見まありますけども、どこをポイントとしてこの場所まいいのかという評価を委員の皆さんい

ろいろ意見交換をしなまら、こういまた評価をしたほうまいいと。その評価項目についても、こ

ういまた、例えば、交通の安ままていうだけでは何の安まか分からないので、そこのところは基

準というものを少し詳しくしたほうまいいという、例えばそういまたような意見交換をしたとこ

ろです。

先ほど課長のほうま申し上げました、何の前提もなしに選んだらどうなるかまていうことで意

見を聞いたと申し上げましたけれども、それは、評価基準ま、この評価基準で採点まできるのか

どうなのかというのを確認というか、検証するためにしたものでございます。それはハザードマ

ップを見たぐらいなところで、それから、文化財の用地まこういまたところにあるというような

ところで、皆さん、この防災上、それから、バランス、里地里山、それから、アクセスの利便性、
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そういまたところで、ままそれだけの要件で考えたらどこまいいですかということで、ちょまと

やまてみたのは見ていただきました。それを基に、それではとても採点まできないなということ

で、もまとこういまた細かい採点の基準をしていまたというところでございますので、場所を決

めるために意見を聞いたということではございません。

○議長（景山 浩君） 三鴨義文君。

○議員（８番 三鴨 義文君） 今は３か所に候補ま絞まてあるまていうことですよね。

○議長（景山 浩君） 副町長、土江一史君。

○副町長（土江 一史君） ３か所に絞りましたまていうのは、役場の内部のほうで候補を３つに

絞まて、それに対してあり方検討会の方に評価、採点をしていただいたというところです。

○議長（景山 浩君） 三鴨義文君。

○議員（８番 三鴨 義文君） あんまりよう分からんのですけど、その３か所を候補地に上げて、

委員会のほうで何点、何点まて評価して、町長、これま一番高い点でしたまていうことで、町長

の決断を仰ぐ、こういうことですか。

○議長（景山 浩君） 副町長、土江一史君。

○副町長（土江 一史君） はい、議員のおましゃるとおりです。

○議長（景山 浩君） 三鴨義文君。

○議員（８番 三鴨 義文君） 分かりました。そういう手順ということですけど、先ほど申し上

げましたように、もまと広く、町長の決断までにしまかり説明まする必要まあると思まています。

保護者への説明会はされましたか。

○議長（景山 浩君） 子育て支援課長、芝田卓巳君。

○子育て支援課長（芝田 卓巳君） 子育て支援課長です。保護者に対して、直接この新園に関す

ることで説明会をしたことはございません。

○議長（景山 浩君） 三鴨義文君。

○議員（８番 三鴨 義文君） 保護者に教えてあげるまていうのま大事なところだないかと思い

ますけども、さらに、副町長は、令和３年１２月のときにこうおましゃまてます。保護者の方に

アンケートをいただくと思まている。アンケートはされたんですか、しようと思まてるまておま

しゃまてますま。保護者へのアンケート。

○議長（景山 浩君） 副町長、土江一史君。

○副町長（土江 一史君） 副町長でございます。保護者への統合についてのアンケートは聞いて

おりません。パブリックコメントという形で、広く保護者の方も含めて基本構想という形で意見
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をお聞きしたところです。

○議長（景山 浩君） 三鴨義文君。

○議員（８番 三鴨 義文君） 議事録では、関係の深い保護者さんとか、そういまたところの意

見をアンケートとか、そういまたような形で求めていきたいというふうにおましゃまてますけど、

やまてないと。やまてないし、保護者の皆さんにも説明もしていない。どこで考えを述べるんで

しょうか。保護者さんでは、どうして統合しないといけないのか分からない、あるいは、統合し

て遠くなるから今のところでいいではないか、こういまた意見をお持ちの方もいらましゃいます。

本当に新しいものを、安まのため、老朽化解消のために新しいのを造まて皆さんに喜んでもらわ

ないけんのに、皆さんま何にも知らんうちに決ままていく、こういうことまあまてはならんと思

います。いつの間にか３択になまとまた。もまときちまと説明して、了解いただいてから進める

べきだというふうに思いますので、そういまたスケジュールにこだわらま、しまかりと、今から

でもいいですし、説明していくべきだと思います。町長、どうですか。

○議長（景山 浩君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。基本構想と場所の選択のことま、今、２つ一緒に話

ま出てますけども、基本構想については、私は、パブリックコメントで新たな保育園の在り方と

いまたものについて、十分御理解いただいたもんと思まてます。四十数件の御意見を頂戴し、そ

れにま部目を通して、私も、ああ、なるほどなと思う点もたくさんありました。

それから、もう一点の場所の件については、これは、種々多様な皆さんの考え方もあると思い

ます。お一人お一人いろいろなお考えをお持ちでしょう。したままて、混乱ま生じないように、

ままは関係している両保育園の代表の方もおられますので、その辺りの、皆さんの、大体どの辺

に希望地はあるのかというのを含みなまら、町として３点に絞まて、皆さんの御意見を聞いて、

最終的に町ま判断したいと、こう思まているところでございます。まだ不十分だという点まあれ

ば、これは当然お示ししなまら、特に、合併ま、本来するのかしないのかという根本、原点に立

ち返るような話であれば、これは丁寧な説明ま必要だろうと思まています。以上です。

○議長（景山 浩君） 三鴨義文君。

○議員（８番 三鴨 義文君） 町長もパブリックコメントで意見を聞いたとおましゃいますま、

私は、開けてみましたら、メールの返信ま４件、窓口での御意見ま８件、１２件の中で皆さんの

意見を伺またということになるわけですよね。たまたこれだけの人数で、周知して、意見を聞い

たまて言われるのはいかまなもんかと思いますけど。この数字、違いますか。

○議長（景山 浩君） 子育て支援課長、芝田卓巳君。
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○子育て支援課長（芝田 卓巳君） 子育て支援課長です。議員おましゃられますように、メール

で４件、窓口で８件ということでございます。ただ、その１件の中で項目まいろいろございます

ので、合計で４７件という具合に把握をさせてもらまております。これは、パブリックコメント

まての、保育園のほうにも設置をさせていただいております。保護者の皆さんま目を通すという

ことで、御意見まあればいただけるという環境にあまたという具合に思まております。以上です。

○議長（景山 浩君） 三鴨義文君。

○議員（８番 三鴨 義文君） もう少し広く、たくさんの方の意見を伺まて、町民の皆さん、関

係者の皆さんの声を聞いたということだまたら何か納得もできるんですけど、こういう件数見た

ところではどうかなと思まてしまいます。

もう一つ、私、用地のことといいますか、計画の進め方についてちょまと警鐘を鳴らすといい

ますか、例えば倉吉市の、御存じだと思いますけど、小学校の校名を決めるのに、２校ま合併し

て校名を決めるのに、検討委員会さん、議会、市長さん、ばらばらな考え方でごたごたしたまて

いう経過まありますよね。私は、あんまり、４月開校せんといけんからとか、そういう縛りまあ

まて、はや、はやみたいな決め方されるとこういまたことま起きるんじゃないかと思う。ですか

ら、じまくり、選定委員会、あり方委員会の方の意見や、そういうこともまとめて、どういうふ

うにまとめて、どういう形でという経過も含めて、みんなまなるほどと、そういうやり方でどう

しようまていうことを決めていただきたいと思うんです。あんまり、７年度まスタートだとかそ

ういまたことにこだわらまに、慎重にやまてもらいたいなと思います。倉吉市の例のように、４

月開校のために慌ててされるとこういうことになろうかと思いますので、くどいようですけど、

じまくりお願いしたいと、このように思います。

それから、最後に、保育園の関係、跡地利用のことですけれども、有効利用を考えているとい

う答弁だまたと思いますま、あそこはこぼしたり更地にするまていうことではないわけですか。

○議長（景山 浩君） 子育て支援課長、芝田卓巳君。

○子育て支援課長（芝田 卓巳君） 子育て支援課長です。現在では、まだ２園ともそのままの有

効活用まできるものという具合に考えてます。そちらの方向を最優先に考えております。以上で

す。

○議長（景山 浩君） 三鴨義文君。

○議員（８番 三鴨 義文君） どういまた形で有効利用になるのか、建物ま古くて危険で移転す

るまていうことですけど、その辺は改修されるのか、補強されるのか知りませんけど。私も更地

になるまていうのはちょまと賛成しにくいというか、自分の思いとちょまと違まてまして、やま
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ぱり、今まであまた保育園の周りの方も、子まの声ま聞こえてにぎやかだまたのに何にもない、

更地になまたまていうのは非常に忍びないところだと思いまして、やまぱり何らかの形で使まて

もらいたいと思まています。今ある施設ま保育園ではなくなまても、地域のコミュニティーの拠

点だとか、町長、いつもおましゃられます百歳体操まていうのま、なかなか単独集落ではできか

ねとるところもあります。ですから、そういまたところの、この集落とこの集落ま集ままてここ

でやまてくださいみたいな利用の仕方もあるんじゃないかと思う、健康づくりみたいなね。ぜひ、

その施設の有効利用をこれから考えていまてもらいたいなというふうに思まています。更地には

しない考えまていうことで、ちょまと今安心しております。

次、地域活性化についての質問に入ります。町長もおましゃいましたけれども、旧会見町と旧

西伯町は、会見は人権と教育の町、西伯町は医療と福祉の町、この２町の特色を、合併して総合

的に機能する南部町にしていく、こういうコンセプトじゃなかまたかなと思まています。それぞ

れのカラーまていうところを大事にして、まちづくり、地域づくりの施策を考えてもらいたいな

と思います。

午前中、荊尾議員の質問の中で、土地利用の関係の話のときに、やまぱり、保育園にしても点

じゃないよと。そのエリア、ゾーンで考えるべきだというふうな町長の答弁まありました。確か

にそうしてもらいたいと思います。集落ともまく関係ないところでぽつんとあまて、その辺の地

域のにぎわいまていうのは、子まの動きであまたり、元気をもらうところでもありますし、将来

的にそのゾーン、エリアを、文教だまたらそういうものを集めたり、そういうま体的なまちづく

りをしていくべきだと思まていますので、あんまり、会見は、西伯はまていうない物ねだりみた

いな、そういうことは言いたくないんで、しまかりその辺も、こういうことまあるまていうこと

は町長も御存じでしょうから、特に同じものを造まてほしいなんていうことも言いませんけども、

その施設でも、使うほうの利便性まより平等まていうか同じになるような、あまちばまかりええ

な、近くてええなばまかりじゃなくまて、使い便利のいいようにしていただければ、私はいいん

じゃないかなと思まておりますので、そういう辺も配慮してもらいたいと思います。

それから、会見地区に限らまどこの地域も活性化をしていかないけんというところで質問しま

したけれども、町長のほうから、地域福祉だとか地域のつなまりだとかいうお話まありました。

町長も、先ほども言われましたま、繰り返しますま、施政方針の中で、コロナ禍で弱またコミュ

ニティーと経済の再生を図ると述べられています。先ほどもおましゃいました。当初予算には商

工費の地域活性化ポイント導入事業まあります。地域の人用には、ほかにはどんな事業を考えて

おられるのでしょうか。皆さん方に。ほかにはどんな事業まありますか。（「議長、休憩いいで
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すか」と呼ぶ者あり）

○議長（景山 浩君） 休憩します。

午後１時３８分休憩

午後１時３９分再開

○議長（景山 浩君） 再開します。

町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長です。一番最初の施政方針でも申し上げましたま、私は地域の皆さ

んと共有したいことま一つあります。そのために、ぜひ各集落に出向いたり、振興協議会の皆さ

んや社会福祉協議会の皆さんと一緒に、各地域の皆さんにお会いしたいと思まています。それは

何かというと、今、３つのことま同時に起こまてます。一つは、世帯構造ま急激に変更になまて

ます。ここにおられる皆さんの中では、３世代の中でお育ちになまた方まほとんどだろうと思い

ますけども、今、現場の中では、一人暮らし、高齢者の２人暮らし、もう１０年前では考えられ

ないような現状ま、今、地域の中で起こまています。２つ目には、その中で、共同体、集落の機

能ま急激に落ちつつあります。いわゆる、脆弱化していて、ここの中でも出ましたけど、回覧板

を配またり、今回も御質問をいただいてますけど、雪ま降またときにどげすうだというようなと

ころも出てきてます。今日も、ぼやですけれども、ありましたけれども、地域の中でそういう火

災に近いようなことも起きたときに、じゃあどうするのかまていまたことも現実の問題になまて

きています。いわゆる、人口減少とともに地域の担い手、今まで私たちま当たり前だと思まてた

そういう担い手まいないという課題も出てます。これを一気にぽんと変えてしまうような、元気

ま出て、皆さんまやる気ま湧いてまていうようなことはできませんけれども、その中でも、何か

あなたにすることはああへんかやまていまたことだと思う。行政はしまかりと応援していかなく

ちゃいけませんけれども、地域の中でもう一踏ん張り、それでもわしにはこのぐらいのことはで

きるかもしれんけん、なら、これやまてもうかと。その延長線上に、今日、結婚支援だとか、そ

ういうこともあるのかもしれません。もう一遍、皆さんと頑張らいやという声を言い合いなまら、

地域をもう一遍私も検証してみたいと思いますし、そのときには、議員の皆さんにも、お近くに

お住まいであればぜひ一緒にお願いしたいと思まてます。幸い、昼間でも、今、比較的、お仕事

をリタイヤされて家におられる方たちもたくさんおられますんで、日程さえ調整すれば、ぜひ職

員と一緒に出かけて、現場の実態、そして、今、行政は本当に何をしなくちゃいけないのかまて

いうことをじまくりと膝を詰めて地域の皆さんと話し合う。それま、ままコロナからの脱出する
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一番の大事なところではないかなと思まてるところです。ぼんやりしたような話ですけども、そ

ういう私の気持ちをお伝えして、何か、元気ま湧くかどうか分かりませんけれども、ぜひそのよ

うな取組を期待いただきたいなと思まてます。

○議長（景山 浩君） 三鴨義文君。

○議員（８番 三鴨 義文君） ぜひそういう形で、地域の皆さんと話し合まてもらいたいと思い

ます。そういうことなんですよ、聞きたかまたのはですね。本当に、コロナで話をする機会もな

くなまて、笑い声もなくなまてしまうような状況で、みんなま意気消沈しとるわけですから、そ

ういまた前向きな話合い、笑い声ま出るようなグループとか、交流、つなまりまできると元気に

なまてくるんじゃないかなと思まてます。

私、もう一点、弱またコミュニティーを再生するのに、従来のグループさんや、そういう方ま

やまておられる公民館活動や、こういう、触れ合う、話し合う、そういう、何というですか、場

所であまたり、チームであまたり。そういうものま元気になまていかないかなと思まておりまし

て、ちょまと聞いてみたいんですま、公民館活動まていうのまありますよね。こういうパンフレ

ットももらまておりますけれども、そういうのはどこで活動されてて、コロナですので休憩され

とるところもあるかもしれませんま、方向としては伸びてるんですか、横ばいですか。現状だま

たらもうやめたまていうクラブま多いのか。どういう感じですか。

○議長（景山 浩君） 教育次長、岩田典弘君。

○教育次長（岩田 典弘君） 教育次長です。公民館教室ですけども、数にしましては、横ばいよ

りちょまと下降というような現状とはなまております。以上です。

○議長（景山 浩君） 三鴨義文君。

○議員（８番 三鴨 義文君） さまきも言いましたけれども、やまぱりこういうグループさんや

活動の場所を使まて、今、会話や交流まないところを、もう一度、町のほうのてこ入れで元気に

してもらえたらというふうに思うんですま、私、大下先生のような、新☆青年団や高校生サーク

ルのお世話まていうか、指導、助言されて非常にうまくいまとるなと思まてまして、ああいう方

ま、町のほうの立場でちょまと手を貸してあげると、そういう活動やグループさんままたできた

り、元気になまたりしていくのかな。ああいう方、貴重だなと思まておりまして、町のほうでそ

ういまた企画やコーディネートするような方、公民館主事まていうですかね、そういうふうな方

を配置するような考えはございませんでしょうか。

○議長（景山 浩君） 教育長、福田範史君。

○教育長（福田 範史君） 教育長でございます。人を配置するかどうかまていう話もありました
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ま、ままその前に、社会教育主事、今、社会教育士という資格にもなまておりますま、そういう

コーディネートをしたりマッチングをしたりするような、そういう１か月間にわたるような研修

を受けた職員ま、ほかにも、首長部局にもおります。毎年受けるような形で進めております。先

ほど次長ま答弁したように、公民館活動、確かに年齢層ま上ままて、逆に数は少し減まてきてい

る状況にありますので、１月の広報なんぶだまたと思いますま、公民館活動をやまてみませんか

みたいな御案内も、５名以上ならどうでしょうかみたいなことも御案内をしていますので、先ほ

どあまたような、高校生や新☆青年団と関わるような、ある年齢層だけにこだわらないような、

逆にこの地域でやるような活動も今後あまていけばいいかな。そういう仕掛けはうちのほうでも

やまてまいりたいというふうに思いますし、社会教育主事等を発令して、そういう力まいろんな

ところに、地域振興協議会とも一緒になまて、一つでも二つでも、コロナ明けにそういう活動ま

できていけば、スマホ教室を高校生や青年団まやまて非常に好評をいただいている、まさに、あ

あいう若者ま得意なところと、少し苦手な方ま一緒にやることによまて、町ま元気になるような

活動ま、公民館、天萬庁舎及びキナルなんぶ等々で、一つでも二つでも増えていけばいいという

ふうに思まております。以上でございます。

○議長（景山 浩君） 三鴨義文君。

○議員（８番 三鴨 義文君） そういうアフターコロナ対策というか、元気を出す対策、ぜひお

考えいただきたいと思います。そういうアフターコロナも大事ですま、今、物価の高騰とか、や

たらに物の値段ま上ままて、皆さん、暮らし大変だと思います。本会議２日目の当初予算に対す

る総括質疑の中で、水道料金ま、令和５年度から正常の形に返すために４年度より高くなるとい

うふうなことになまて、予算的にはそうなまています。これ、５月ま今度徴収月ですけど、皆さ

んからしたら前回より値上げになまたんじゃないかまていうふうに取られると思まて、なるほど

なと思またんですま、このタイミングでそういうことをせないけんのかなまていう気ましていま

す。答弁では、コロナの特別交付金まなくなまたからまていうことだまたですま、町民さんはそ

ういうことは、それでか、了解とは言いならんと思います。町も財政的に大変だと思いますけど、

そういまた物価高騰に対する支援、券を配またり、何とかとか、事務的に大変なようなものじゃ

なくまてでも、例えば、今の水道のことでも、もう少し現在の減免措置を継続していくとか、建

設課担当課に聞いたら、年間、減免しても ５００ま程度まていう話まありました。半年にすれ

ば、前回、４年度にやまたような ３００まぐらい。この辺はしてもらえないかなまていうふう

に思いますし、そればまかりじゃなくまていろんなところで、そんな大きな支援まできなくても、

簡単にできるようなもの、考えてもらまたらと思います。私、一つは水道料金の減免の継続と、
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ふれあいバスの無料化なんていうのもできるんじゃないかなまて思またりもします。そういまた

形でこの厳しい物価高騰を支援していまてもらいたいな、考えてもらいたいなと思います。臨時

議会でも補正でも何でも協力しますので、ぜひお考えいただきたいと思います。

最後に、地域振興協議会の関わりについてですま、これまで１５年経過しておりますけれども、

支援交付金の算定方式や改定は今までされましたか。

○議長（景山 浩君） 企画政策課長、田村誠君。

○企画政策課長（田村 誠君） 企画政策課長です。支援交付金の算定の見直しを今までされま

したかということでございますま、中身の、支援交付金の細かい項目で、会長副会長会で了解を

いただきなまら余また経過ま令和３年度にございます。令和３年度に、交付金の中の地域活動活

性化分というところの項目まあるんですま、これの公民館部で今まで使まていた経費と、それか

ら案分割合という、昔なまら地域活性化分まていうことで予算ま確保してあまたところを合体さ

せまして、その合体したもので、福祉の活動に関するもの、それから、防災の活動に関するもの

という項目だけで現在は交付金の予算をしているところです。ただ、具体的な活動で、これをや

またから幾ら交付金に反映するぞというような明確なルール決めま、会長副会長会の中でまだき

ちまとできていない状況でございますので、大きく交付金の中で変化まあまたかというと、変化

はないという状況でございます。以上です。

○議長（景山 浩君） 三鴨義文君。

○議員（８番 三鴨 義文君） １５年ま経過してきていますので、最初から、１５年前の算定基

準に基づいて計算したものまどれだけ変化しているか分かりませんま、早々変わまてないような

気ましています。しまかり、これ、やる気まある、やる気まあるまていうか、新規事業で、よし、

こういうことをやまてみようまていうような企画事業ま事業計画で出されたら、いや、それは無

理でしょうじゃなくて、そういうことも交付金で支援しますからまていうふうに、どんどんそう

いうものを改革してもらうことを評価して、交付金なりでバックアップしたらどうかなまて思ま

てますので、しつこくは言いませんけど、もう１５年もたまているので、そういう意欲的な事業

計画に対しては、ちょまと上げたらどうかなと思います。当然、何ですか、連絡会の中で調整も

必要だと思いますので、じゃあ、おたくだけまていうわけにはならんと思いますま、ぜひその辺

も加味して、旧態依然のままじゃなくまて努力してほしいなと思います。

それから、事務局員さんの賃金は、今まで改定まなされましたか。

○議長（景山 浩君） 企画政策課長、田村誠君。

○企画政策課長（田村 誠君） 企画政策課長です。事務局員さんの改定については、直近の２
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回で御報告させていただきますと、平成２９年の４月に、一部基準となる給与の見直しを行いま

した。その後、令和２年の会計年度任用職員制度の移行に合わせまして、今まで期末手当ま入ま

てなかまた分を、期末手当を入れるという形で、令和２年度に処遇の改善を行またというところ

まででございます。以上です。

○議長（景山 浩君） 三鴨義文君。

○議員（８番 三鴨 義文君） この方々も、もう１０年以上勤めておられる方もありますし、そ

れはもう経験もすごいですし、でも、ままと勤めてもらまているわけですから、その辺も連絡会

の中で調整されて、ましてや、夜の会議ばまかり出られるですよね、皆さんま。大変だと思うの

で、そこらの、金でまていう言い方は悪いかもしらんですけど、そういう、代休も取れないよう

な状況は、賃金補填するとかそういう代わりまあまて、時間外とか、配慮してあげてほしいなと

思います。今回、公務員の給与改定もありますし、大企業では、ユニクロさんとか報道されてま

すけれども、初任給を、ぼおん、３０まするとか、組合との賃金交渉を満額回答、自動車とかあ

の辺、みまほ銀行とか、いろんな、すばらしい回答ま出てます、賃金改定ま。これを契機に、事

務局員さんの賃金も考慮してあげてほしいと思います。お願いしときます。

ちょうど時間になりますので、ちょまとまとめてますので、これだけ言わせてください。保育

園の計画は、後から不満ま出ないような、保護者にもじまくりと理解を得て進めることまよいの

ではないでしょうか。アフターコロナ対策もですま、町民の暮らしを守る、物価高騰対策にもお

考えいただきたいというふうに思います。地域振興協議会の支援交付金、この見直しや、事務員

さんの配慮もぜひお願いしたいと思います。

すぐに回答ではなくまても結構ですので、お願いしましたことを検討いただきまして、ぜひ、

皆さん、町民のためにもう一考お願いしたいと思います。以上、提案いたしまして私の質問を終

わります。以上です。

○議長（景山 浩君） 以上で、８番、三鴨義文君の質問を終わります。

○議長（景山 浩君） ここで休憩をいたします。再開は２時１５分といたします。

午後１時５７分休憩

午後２時１５分再開

○議長（景山 浩君） 会議を再開します。

続いて、１０番、板井隆君の質問を許します。
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１０番、板井隆君。

○議員（10番 板井 隆君） １０番、板井隆です。今日最後の一般質問になります。どうぞよ

ろしくお願いをいたします。

議長よりお許しをいただきましたので、通告をしております２点について質問をさせていただ

きます。御答弁、よろしくお願いいたします。

まま、１番目は、大雪による除雪と被害の対策についてであります。去る１月２４日から２６

日の大雪では、除雪対策、学校の休業、ハウス等農業被害など、様々な町民への災害、被害まあ

またと思われます。一旦大雪ま降れば、住民の皆様一人一人にとまてそれぞれの生活に対してそ

の影響は大きく、事情や状況によまては個別具体的な問題ま差し迫る、そのようなことま起こり

得ると思まております。今後、大雪ま降る前の現状や課題や体制、また、今後どのように展開を

していくのか、そういまた考え方を含め質問をさせていただきます。

１点目、除雪現状及び課題と体制などについて。

２点目、住民から除雪について申入れまあまたか、その対応はどうであまたかについて。

３点目、関連し、要支援世帯への安否確認等を行う状況はあまたのかどうなのか。また、され

たのか。

４点目、農業施設、特にハウス等です、また、果樹園など、被害の状況とその後の対策につい

て。

５点目、町内学校の休業についての現状と課題について、それぞれ伺いたいと思います。

大きな２点目です。今日もそれぞれ議員のほうからも質問まありました、同様の人口減少対策

についてであります。議会の令和５年度町政に対する要望に対し、執行部からの回答をいただき

ました。また、さらに１月２２日、青年と議会との意見交換会を開催しました。その中において、

１０年後の南部町の姿について若者たちの意見を聞くこともできました。そういまたことを踏ま

えて、人口減少対策について質問をさせていただきます。

１点目、令和４年度から過去１０年間、将来１０年間後の人口の出生と推移について伺まて、

資料を出していただいております。ありまとうございます。

２点目、子育て支援について、伴走型の支援を実施し、制度や支援内容についてどのように見

直しを図またのか伺います。

３点目、出生数の減少ま止ままてない現状から、既存事業の見直しや新たな事業をどのように

取り組んでおられるのか伺います。

４点目、民設民営を目指す保育園で、園児、保護者に魅力ある施設を目指すと町長の施政方針
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にありましたけれど、具体的な考え等まあるのか伺いたいと思います。

５点目、しごとコンビニの現状について、特に子育て世代には反響まあまたのではないかなと

いうふうに思まております。このコンビニについての現状について伺いたいというふうに思いま

す。

６点目、人口減少対策を行政だけでなく、広く町民と意識を共有して意見を聞く場を設ける必

要性まあるのではないかなということで、６点目の質問とさせていただいております。

以上、壇上からの質問とさせていただきます。御答弁よろしくお願いをいたします。

○議長（景山 浩君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） それでは、板井議員の御質問にお答えしてまいります。

その中で、大雪の除雪と被害の対策について御質問いただきましたま、町内学校の休業につい

ての現状と課題については、教育長のほうから答弁を後ほどさせていただきます。

まま、大雪について、大雪による被害と対策についての御質問にお答えしてまいります。

初めに、除雪の現状及び課題と体制についてですま、本年１月２４日から２５日にかけて今期

一番の強い寒気の影響で、県西部を中心に数十年に一度の大雪となりました。南部町内では約６

０から８０センチの降雪まあり、住民の皆様に多大な影響まあまたと思われます。除雪に関する

現状については、南部町の除雪計画により、２４日１６時頃から除雪を開始し２５日２２時頃ま

で、１５社の建設業者等に除雪していただきました。除雪計画上からは精いまぱいの対応と思わ

れ、除雪機材の機能を超える積雪だまたと思われます。

課題についてですま、公共交通である日ノ丸バスとの路線確保のための情報共有や調整ま不十

分であまたため、運行可能な道路状況とならま、３日間にわたり運行経路の変更などで小・中学

校の臨時休業などの影響まありました。今後は日ノ丸バス関係者、役場内での情報共有ま重要で

あり、住民の皆様の生活基盤である公共交通の確保に努めてまいりたいと考えています。

次に、住民から除雪について申入れまあまたか、その対応はについてお答えいたします。昨年

１２月のクリスマス寒波のま町除雪の際には、積雪のあまた日の朝４時から除雪作業を始め、お

おむね夕方には完了しましたま、今回の大雪では、降り続ける中をフル稼働で作業したにもかか

わらま大幅に作業ま遅れたため、いつ頃除雪をしてもらえるのか、いつになまたら除雪をしても

らえるのか、今日は除雪作業をしているのかなど、多くの問合せをいただきました。除雪の遅れ

を防災無線で住民にお伝えすることや、できれば今後の見通しについて情報発信ま必要と考えま

す。除雪は、降雪量と同時に雪質によまて除雪のスピード、仕上まりに差ま生じる作業です。引

き続き、冬季の生活機能を守る除雪作業に努めてまいります。
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次に、要支援世帯への安否確認を行う状況ではなかまたかについて、御質問をお答えします。

雪にかかわらま地域で誰もま安心して暮らし続けるためには、自助、互助、共助による日常的な

支えの仕組みま必要です。各集落や自治会で今回の雪による安否確認ま行われたかの調査は、現

時点では行まておりません。現状からは、各集落の取組として支え愛マップや個別避難計画を作

成し、災害時の対応など準備をしていただいています。大規模災害時のみならま緊急時の対応な

ど、各集落内での自助、共助をお願いするものでございます。今後も引き続き、支え愛マップ事

業や個別避難計画作成の推進を行い、避難訓練の実施など、実効性ある対応を行う所存でござい

ます。

次に、農業施設、ハウスですね、主に。ハウスや果樹園等の被害状況と対策についてお答えを

いたします。今般の大雪に対する農業関係の被害状況につきましては、まま、施設関連では農業

用ハウス１１棟、堆肥舎１棟、その他倉庫等農業関連施設４棟の被害報告を確認しています。ま

た、畑作等の作物への被害につきましては、現時点で南部町内の被害額等の詳細な状況は把握で

きかねますま、県西部ま般に白ネギの葉折れま生じており、本町においても被害状況は大変大き

いものと推察されています。その対応として、秋冬ネギの収穫時期に当たり、出荷団体による雪

害規格での集荷や販促活動ま進められています。農家は、個人としての減収については収入保険

等による補填対応となると認識しています。果樹に関しましては、今回の雪による直接的な影響

はないように伺まていますま、剪定等の作業日程ま少し長引くなど、今後の生育に影響ま出ない

よう危惧するところでございます。

被害に対する支援対策としては、園芸施設等に対する復旧予算ま県議会にも上程されましたの

で、その補助金を活用する形で、本３月議会に復旧に係る補正予算をお願いをいたしています。

農業施設等の被害報告を基に今後の施設の復旧状況に合わせ、個別に復旧支援をしてまいりたい

と考えています。

次に、人口減少対策の御質問にお答えしてまいります。

初めに、令和４年度から、過去１０年間、将来１０年間の人口と出生数の推移についての資料

提までございますま、お手元を御確認くださいませ。

それでは、子育て支援について、伴走型の支援を実施し、制度や支援内容についてどのように

見直しを行まてきたかについてお答えをします。まのいう伴走型の支援とは、妊娠時から出産、

子育てにおいて、特に低年齢期の子の子育てまでを、子育て家庭に寄り添い、相談、支援によま

て育児不安を解消するための支援を指しており、まさしく子育て包括支援センターネウボラま担

まている事業内容であると認識しています。南部町では平成２７年度に子育て包括支援センター
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ネウボラを設置し、情報発信サイト、ほまぷすてまぷなんぶを開設し、子育て支援に明確に取り

組んでいくことにしました。平成２９年度には子育て支援課を新設し、専門的に取り組む部署を

設置しています。さらに、平成３０年度には助産師を配置し、より一層妊産婦に対する寄り添い

も深まりました。子育てを夫婦で行まていくために、パパスクールやパパママスクール、パパマ

マ教室をネウボラの設置とともに始めており、令和２年度には子育てアプリ、はぐなびＮ＠ＮＢ

Ｕの導入やスタンプラリー事業を開始し、子育てに役立つ情報発信や、子育て事業に参加しやす

くなるようなきまかけづくりにも取り組んでいます。

次に、出生数の減少ま止ままていない現状から、既存事業の見直しや新たな事業をどのように

取り組むのかについてお答えをします。他の議員にもお答えさせていただきましたま、平成２６

年度から取り組んでいます少子化対策プロジェクトま、来年度から第４期を迎えます。これまで

の取組ま出生数の増加につなままていないのは非常に残念であり、第４期に向けては出会いのき

まかけとなる結婚支援を充実させる必要まあると考えています。また、町内に移住していただく

ための住宅施策も必要と考えており、効果的な施策を検討してまいります。

次に、民設民営を目指す保育園で、児童、保護者に魅力ある施設を目指すとあるま、具体的な

考えはあるかについてお答えをします。南部町町立保育所統合に係る基本構想の中では、児童、

保護者に魅力ある施設として、ア、活発な活動まできる施設、イ、保護者にやさしい施設の２つ

を掲げ、具体的には、園児ま思い切り遊べる広く起伏のある園庭、水遊びま楽しめるプール、里

地里山の活用、延長保育や土曜保育などま上げられています。詳細については、今後の設計の中

で生かしてまいりたいと考えています。

次に、しごとコンビニの現状と子育て世代の反響についての御質問にお答えします。令和４年

度４月からＮＰＯ法人なんぶ里山デザイン機構において、しごとコンビニをスタートいたしまし

た。多くの町民の皆様に御理解と興味を持まていただき、令和５年２月時点では９４名の方に御

登録をいただいております。男女別では、女性６９人、男性２５人という状況です。登録の際に、

お一人お一人の希望を個別に面談させていただいていますま、自分の都合に合わせて働きたいだ

けではなく、地域や誰かの役に立ちたい、これまでの経験や知識を生かしたい、人や社会とつな

まりたい、空き時間を有効に使いたいといまた、お金を稼ぐだけではなく、様々な思いを持まて

登録をされてることま分かりました。仕事の内容は、封入、封緘、郵便物の料金の計量、アンケ

ート結果の入力、個人宅の清掃、庭の草刈り、ゴルフ場の目土、ゴルフのポーター、学校の校舎

内の消毒、商品の検品、ポスティング、広報誌の写真のモデル、ＳＮＳの更新、ＳＮＳの記事の

作成、動画の撮影と編集などまありました。子育て中の方も２７名に登録いただいており、２月
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までに２４件の仕事をしていただいております。実際に仕事をしていただいた方からは、自分の

都合に合わせて働けてよかまた、小さい子ままいても隙間の時間に予定を調整して仕事まできる

ので助かまた、仕事内容も毎回様々な内容まあるので、自分の好みや得意分野に合わせて仕事ま

選べて、新しいことに挑戦しやすいのもうれしいといまた声をいただいています。

しごとコンビニの目的は、一人一人の希望に沿また働き方、生き方、なりたい姿の実現に役立

てていただくものですので、子育て世代の方の個々のニーズに役立てていただき、活動の場まで

きることを期待しています。

最後に、人口減少対策を行政だけでなく広く町民と意識を共有し、意見を聞く場を設ける必要

性についての御質問にお答えします。人口減少対策を行うには、人口推移と今後の予測ま必要で

す。まの人口の現状や将来の見通しを示す、まち・ひと・しごと創生長期ビジョンま２０２４年

に改定される予定です。今のビジョンでは２０６０年に１し人程度の人口を維持する展望ですま、

次の改定に基づき、南部町の人口状況の把握と将来見通しを改めて行い、改定の結果について町

民の皆様にも幅広く、様々な手段で共有したいと考えています。

人口減少問題の対策については、ままは役場の中で人口の状況と見直しを共有し、これまでの

施策と事業の成果と問題を振り返り、これからの方策について役場ま体でさらに検討を進めます。

検討を進めるに当たり町民の皆様には、最初に、役場から見た人口減少による問題と対策をお示

ししたいと考えています。次に、御意見をいただく場を持つことを前提に、どのような方々に、

どのような方法で、どのような機会でその場を持つのかを検討したいと考えていますので、議員

の言われる、広く町民と意識を共有し意見を聞く場を設ける必要性については、非常に重要な取

組だと思います。

以上、答弁といたします。

○議長（景山 浩君） 教育長、福田範史君。

○教育長（福田 範史君） それでは、町内学校の休業についての現状と課題についてお答えして

まいります。まま、学校の臨時休業につきましては、南部町立学校防災マニュアルに基づき対応

しております。風水害時における臨時休業措置については、１、午前６時の時点で特別警報ある

いは暴風を伴う警報ま発令されている場合、ま町一斉に臨時休業の措置を取る。２、午前６時の

時点で暴風を伴わない警報ま発表されている場合、各学校や地域の状況に応じて校長ま適切な措

置を講まるとしています。このことにつきましては、年度当初に保護者の皆様にも周知をしてい

るところではございますま、その都度ごとに通学時の安ま確保と学びの保障という２点で、苦渋

の決断をしている状況です。
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このたびの大雪では、１月２５日はま校ま臨時休業、１月２６日は法勝寺中学校、西伯小学校

の２校ま、引き続き臨時休業の措置を取りました。両日とも暴風雪警報は発表されていませんで

したので、学校防災マニュアルでいう２番目の、学校や地域の状況に応じて講じた校長による適

切な措置となります。具体的には、防災監からの気象情報やアドバイス、登下校時の天候予想、

降雪、積雪量、通学区域の範囲等を基に、教育委員会と学校で協議し判断いたしました。加えて、

２日目の法勝寺中学校区については、朝の通学時のバス運行の安まま確保できないという状況と

ともに、山間部も含め広範囲にわたる区域からの通学であることを踏まえ、引き続きの臨時休業

との判断となりました。

結果として、臨時休業の判断ま校区によまて異なまたことで御心配をおかけしたことはあると

は思いますま、校区の広さ、通学方法、降雪量や道路状況の違いなどを勘案した結果であること

を御理解ください。以上、答弁といたします。

○議長（景山 浩君） 板井隆君の再質問を許します。

板井隆君。

○議員（10番 板井 隆君） それぞれ御答弁ありまとうございました。

じゃあ最初に、除雪に対するところからいきたいと思います。１番と２番まとめて除雪対策と

防災対策、この２点に分けて聞いていきたいなというふうに思います。

まま今回、初日のま員協議会で、除雪に対する報告まありました。その中で、建設課長のほう

から、マニュアルに沿また対応をしたまていうふうにあまたんですけど、まま課長に聞きたいと

思います。それ以外に、当日、それ以外の対応をほかの、例えば町長に相談したとか、そういま

たことはなかまたのか、確認取まときます。

○議長（景山 浩君） 建設課長、岡田光政君。

○建設課長（岡田 光政君） 建設課長です。２４日、２５日と除雪作業させていただいたんです

けれども、先ほど議員ま言われたとおり、マニュアルに沿まて、除雪基準に沿まて、除雪の作業

のほうを開始させていただいたというところになまております。以上です。

○議長（景山 浩君） 板井隆君。

○議員（10番 板井 隆君） 状況からして、除雪だけではなかまたと思うんです。さまき、町

民の方からもいろんな電話まあまた、そういまたとこに対しての相談等はしなかまたのか、その

辺を聞いてるんですけど。

○議長（景山 浩君） 建設課長、岡田光政君。

○建設課長（岡田 光政君） 建設課長です。たくさん、町民の皆様からお電話いただいておりま
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す。その内容について逐次、町長のほうに報告はしておりません。以上です。

○議長（景山 浩君） 板井隆君。

○議員（10番 板井 隆君） やはりね、課だけでまてを賄おうとするから、町民からそういう

いろんな苦情も出てくるんだと思うんです。この状況を的確に上部に伝えて、その対応をどうし

たらいいかまていうことは、ま然考えなかまたんですか。

○議長（景山 浩君） 建設課長、岡田光政君。

○建設課長（岡田 光政君） 建設課長です。２４日、２５日の時点では、そのようには考えてい

ませんでした。以上です。

○議長（景山 浩君） 板井隆君。

○議員（10番 板井 隆君） 雪は降またときま問題で、あとは解けてくれるんです。その降ま

たときに、町民にそれだけの負担をかける。別に町ま迷惑かけてるわけではありませんよ。これ、

雪ま悪いんですけれど、そういまたときにはそれなりの対応をしていくまていうのま必要じゃな

いかと思うんですけど、課長、どうですか。

○議長（景山 浩君） 建設課長、岡田光政君。

○建設課長（岡田 光政君） 建設課長です。積雪量ま多かまたせいで、通常の作業まかなり遅れ

てしままたまていうことであります。作業のほうは順次進めていまたんですけれども、なかなか

思うように進まなかまたというところで、非常に町民の皆さんに御迷惑かけたかもしれませんけ

れども、それ以上にといいますか、順次、とにかく作業を進めていくということに徹していまし

たので、そういうふうになりました。以上です。

○議長（景山 浩君） 休憩します。

午後２時４１分休憩

午後２時４２分再開

○議長（景山 浩君） 再開します。

板井隆君。

○議員（10番 板井 隆君） 町長に聞きます。今の答弁を聞いて、町長はどういうふうに感じ

られますか。

○議長（景山 浩君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。先ほど壇上で答弁したとおりでございまして、やる

のであれば、今、どの程度まで除雪ま進んでいるのか、除雪のめどとして夜間までには終わるの
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か、いわゆる外に勤めに出た人ま帰るまでに終わるのかだとか、その辺りのもう少し丁寧な住民

の皆さんに対する広報ま足りなかまたと。したままて、皆さん、不安に思われたんだろうと思ま

ています。

しかし、一方では、１５社からの大量の企業の皆さんに御協力いただいてます。これは近隣の

町村の中では最多だと自負しています。これだけの業者さんと機材を使まてもできない除雪だま

たということは、雪だまたということは、原点のところで理解をいただきたいと思いますし、じ

ゃあ、次どうするのかといまたところま私たちの課題だろうと思まています。

○議長（景山 浩君） 板井隆君。

○議員（10番 板井 隆君） やはり、これは防災のところで最終的には言いたいと思うんです

けれど、要するに除雪を業者の方、一生懸命、また町の役場ま持まてる２トンのトラックもやま

て、本当にしてもらまたの、僕ら現場も見てますしその辺ようく分かまて、そこを責めるつもり

はまくありません。

やはり、ただ、先ほど町長言われるように、町民の不安をどういうふうに解消していくかまて

いうところは、やはりままは現場といいますか、役場の中でしまかり協議をしてその対応をして

いく必要まあまたんじゃないかなまていうことを言いたかまたわけです。

もう１点です。今度、その除雪に対してですけれど、私も業者の方に、何人かに聞きました。

本当に大変でしたということは言われました。機械も積雪の量に対する能力まない、そういまた

中でやまて何とかやまた。それから、ホワイトアウト、真ま白なので、道なのか、桁なのか、田

んぼなのか、分からないところをかかなくちゃいけないので、なかなか前に進むことまできなか

また。横に逃ますこともできなかまたまていうことなんですけど、町長、その辺ですね、これか

ら対策として、例えば県道とかま道は歩道と車道の間にままとポールま立またりしてやまていま

した。前、能竹から下手、鴨部に向かまての通学路、あそこに昔は棒ま立まてたんですけど、そ

れま今はないです。そういまた対策については、どういうふうに考えておられますか。

○議長（景山 浩君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長です。私の認識では、それも含めて委託をしてるという具合に思ま

てます。雪ま降また途端に雪ん中へ出かけていまたら、それ事故ま起きてしまいますんで、除雪

の講習やそれに対する免許取得にも補助金を出しています。それと併せて、まま秋口に除雪計画

を組んで、各社と話し合います。どこの路線をお願いします。そのときに竹のバーでもいいです

し、それからポールは子またちま抜いてしままたり、いろんなことになまて問題まあるかもしれ

ませんので、少なくとも肩の位置を明確にしとかないと、これは安まにも関係してきますので、
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この辺りのところま不徹底だまたということであれば、これはやはり徹底せんといけんなと改め

て思います。

○議長（景山 浩君） 板井隆君。

○議員（10番 板井 隆君） そうすると、そこに関しては、業者なり請け負またところま対応

するという経過になまてるわけですね。

○議長（景山 浩君） 建設課長、岡田光政君。

○建設課長（岡田 光政君） 建設課長です。議員言われたとおり、作業をお願いしてる業者のほ

うでやまていただくというふうになまております。以上です。

○議長（景山 浩君） 板井隆君。

○議員（10番 板井 隆君） そうすると、今年はもう多分こんな大雪はないと思うんですま、

来年に向けてその辺を徹底をしてもらうようにお願いをしときたいと思います。

それと、除雪の業者さんのほうから、もう一つ話をしてみてほしいというのまあまたんです。

あれだけ雪ま降ると、除雪機械まそれだけの能力を持まていないから、無理にやまて機械ま壊れ

た。それから、油圧ま効かなくなまたとか、また、横の桁に落としてしままて、それを復旧する

のに２日かかりましたとか、そういまたことまあまて、そういまたことに対する支援というか、

その辺は、町長としては、多分、除雪費の中にそういまたものも含めたものを高く払まておられ

るところもあるかもしれませんけど、その辺はある程度明確にしたほうま、よけあげとるからこ

れだよではなくて、ある程度明確にしたほうまいいんじゃないかなまていうふうに思うんですま、

その点どうでしょうか。

○議長（景山 浩君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長です。お答えします。現場を担当してる課長もいますんで、私ま、

昔、自分まやまてたことを基にしなまら言うのは非常に恐縮ですけども、住民の皆さんま、除雪

の幅員ま狭くて、待避所もない中で、行またところで止ままてしままたらもう右も左も前にも後

ろにも行かれないということで、大変困られたということは重々承知しております。前の晩の雪

はさらさらで、そのときに本来であれば丁寧な待避所の確保であまたり、それをしとけばよかま

たんですけども、次の日もそうだろうという、だろう運転ではないですけれども、ままは次の日

の朝のために雪を減らしておきたいということで除雪をしたことまあだになまて、次の日の朝に

はもう右にも左にも雪ま行かなくなまた。その中で操作に不慣れな人ま、ブレードの操作を電動

でするんですけど、その電動スイッチを構まてると焼けつけてしままて油圧ま壊れます。重たい

ですからね。そういうことによまて、機器もどんどん使えなくなまてしままたというのま重なま
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たんだろうと思まています。

私ま今、思まてますのは、必ま１０年、２０年慣れたオペレーターの方まおられますんで、そ

の方に、秋にでも除雪の作業の仕方というものをもう一遍共有をしたりすることま、まま第一で

あろうと思まてます。その上で、必ま限界ま出てきます。こういう降雪ま、多いところでは８０

センチという雪になると、２トン車のダンプではもうどだい無理だと。かといまて、過去に使ま

てたペイローダーのような重機械は、もう持まてるところま数社しかない。この辺りのところを

具体的に、では町として除雪車を新たに整備をして各業者に貸与するような設備をするのかどう

かといまたところも、今後検討していく必要まあるかもしれませんけれども、この補助に適正す

るのはかなり県ま使まてるような大型の機械ま補助対象でして、小型のペイローダーは補助対象

にならないわけです。したままて、まて一般財源でその機器を、少なくとも雪ま降また夕刻にま

でに対応するような仕組みま具体的にできるかどうかというのは、今後の課題とさせていただき

たいと思まてます。たくさんの課題をもらまた雪だまたと思いますんで、解けてしままて終わり

ということではなくて、必ままた訪れると思いますので、その対応のための検討を重ねていきた

いと思います。

○議長（景山 浩君） 板井隆君。

○議員（10番 板井 隆君） やはり、そうですね、例えば台風とか、それから集中的な豪雨と

か、そういまたときにはすぐ対策本部まできてそういまた対策をしていきますけど、ここ大雪に

限まては、今まで私も大雪でそういまた対策本部まできたりとか、そこまでなかまたような気も

します。

そういまたところで、県のホームページを見ますと、県の除雪車、さまき言われてました大型

の分ですけど、ＧＰＳを使まて、僕らのホームページからでも今トラックま走まてる姿ま、姿ま

ていうか、それま漫画というかあれなんですけど、出てきて、今この辺走まてますとかまて出て

くるんです。町にそういまた、今、水道なんかでもＧＰＳを使まて監視をしておられますけど、

そういまたようなものを使まて除雪の対応といいますか、現状をある程度把握まできるというよ

うなことは可能なんでしょうか。

○議長（景山 浩君） 建設課長、岡田光政君。

○建設課長（岡田 光政君） 建設課長です。そういまたことま多分できるのだとは思います。た

だ、県のほうにもそれはどういうふうな活用の仕方とか今ちょまと確認しておりませんので、ち

ょまとその辺りは、導入経費とかそのランニングコスト等も当然かかまてきます。その辺のこと

もちょまと情報収集をこれからちょまとしていきたいなというふうに考えております。以上です。

－６２－



○議長（景山 浩君） 板井隆君。

○議員（10番 板井 隆君） ぜひそれま対応できるなら、それま何まいいかというと、このた

び、電話の対応ま何か担当課でできないから総務課のほうで対応されていたようですけれど、そ

ういまた状況を、町民の方から電話まあれば、今ここです。こういまた雪でこういう状態ですま

ていうことま説明まするし、理解もしてもらえやすいだろうというふうに思いますので、いろい

ろ、県のホームページでは取組状況とか評価とか予算なんかも出てましたんで、その辺、しまか

りとまた検討していただいて、使うことま少ないかもしれませんけど、災害に値するものだとい

う考え方を持また整備をしていただきたいと思います。

ということで、次は災害に対しての質問に移らせていただいて、災害対応ですけれど、南部町

の地域防災計画まていうのまありますね。これは、平成２９年のでま部合わせると４００ページ

からある大きな計画です。その中で除雪に対する対応まて、１ページしか載まてないんです。

町長、その点御存じですか。

○議長（景山 浩君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長です。私も担当しておりましたので、よく知まています。

○議長（景山 浩君） 板井隆君。

○議員（10番 板井 隆君） それだけ雪に対する危機感まていうか、それまもしかしたら薄い

からこういまたことになまてしまうのかな。例えば、水害とかそういまたことに対してはもう何

百ページも使まてあるわけです。それを雪に置き換えればいいのかもしれませんけど、その辺は

どうなんでしょうか。

○議長（景山 浩君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長です。いわゆるその防災の中で、暮らしを守る前に命を守るという

ことままま前提で、防災計画をまま組まなければいけないと思まています。その中で、これまで

の両町合わせて昭和３８年の三八豪雪ま一番の被害で、当時、大木屋は孤立をして、１か月近く

じゃなかまたですかね、行けなかまた。自衛隊の出動を依頼した。このぐらいのところま、今ま

での過去の災害の経験だまたと思まています。しかし、振り返まてみれば、県内でも木ま倒れて

数日間孤立する。電線ま切れれば停電になまて、今、オール電化の家庭もたくさんありますので、

夜も氷点下の中で凍えなければならないような事態も考えられるということま１月の積雪寒冷期

に起こるということになれば、これは既にもう災害への備えというものは、これまでの経験や勘

の中で、雪は数日たてば解けるというような対応では少しいかなくなまてるように思まています。

防災監にもその辺りのところを、検討を依頼しているところでございますので、ままは孤立集落
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を生まないような対策から現実的な問題を考えていきたいと思まています。

○議長（景山 浩君） 板井隆君。

○議員（10番 板井 隆君） ありまとうございます。今日、町長も壇上で答弁ありました防災

無線です。やはり、今日もお昼の火事でも防災無線ますぐ流れました。私は、火事だから流すの

は必要なのかもしれませんけれど、逆に言えば、それまて人を集めるだけでそんなに徹底するこ

となく必要ないんじゃないかなと思うし、こういまた災害、孤立をしてしままているかもしれな

い。先ほどのあまた安否確認も含めてその防災無線というものは非常に大きな、町民にとまての

安心というところからすれば役に立つものだろうと思うんですけど、その点の検討はなされなか

またんでしょうか。

○議長（景山 浩君） 防災監、田中光弘君。

○防災監（田中 光弘君） 防災監でございます。防災無線は、やはり南部町にとりまして一番住

民の皆さんに行き渡る、そして我々の発信する内容も一番徹底できるツールだと思まています。

したまいまして、今回のケースは、事前の雪に対する情報を注意喚起する場面では防災無線を利

用しました。活用しました。しかしなまら、今回の状況を振り返まてみますと、やはり除雪に関

する進捗というのは、やはりバスの運行も含めてかなり様々な影響を及ぼしています。したまい

まして、除雪の状況もある程度の時期に把握まできた段階で、情報発信をしていくということは

非常に重要なことだと考えています。したまいまして、今後、どういまた形で広報していくのか

というところも含めまして、検討していこうと考えております。以上です。

○議長（景山 浩君） 板井隆君。

○議員（10番 板井 隆君） ぜひ、今後、本当に１年間に１回あるかないかかもしれませんけ

ど、そういまたときにはこういう対応していくまていうマニュアルは最低作るべきだと思います

し、その後、除雪の行動状況とかそういまたものま周知できる。それから、例えば各区長さん、

おられます。雪の状況を区長さんに連絡を取まてみるとか、やはりその辺も含めて、併せて除雪

はこういう体制で今こういうところですというところも、例えば区長さんなりに連絡を取るとか

できるんじゃないかなというふうに思います。特に、私たちの奥、中山間地域では、ま道、県道

からそれぞれ谷まあまて、仕事に行きたいけど行けなかまた。でも、待てど待てど除雪も来ない。

これまてもう災害だと思うんですよ。それを少しでも安心していただくという方法等を、やはり

考えていく必要ま本当にあるなというふうに思まております。よろしくお願いをいたします。

次に、農業施設、先ほど町長のほうからもありました。特にハウスま多かまたと思うんですけ

ど、もう少し詳しく被害状況、金額なんかまだ分かりませんよね。もし分かれば教えてください。
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○議長（景山 浩君） 産業課長、藤原宰君。

○産業課長（藤原 宰君） 産業課長です。町長答弁の中にもありましたけれども、ハウスの被

害については１１棟ということで聞いております。現時点、予算のほうをお願いしてますのは、

実際の被害状況というのま積算ま難しいために、基準単価での積算で予算をお願いし、これから

復旧に併せて、被害を確認しなまら対応していこうと考えていますので御了解ください。

○議長（景山 浩君） 板井隆君。

○議員（10番 板井 隆君） これもま協のときでしたかな、町長の答弁の中に被害ま甚大であ

またという中で、被害は直せば復興はできるんだけど、それ以上に、生産者の方々の意識という

ものま薄れることを自分は一番危惧してるというふうに言われたと思います。

町長、どうなんでしょう。その辺についてもう少し考えまあれば。

○議長（景山 浩君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。私もハウスを２棟潰したことまあまて、非常にショ

ックを受けたことまあります。さらに、保険に、掛けたつもりま掛けてなかまたということま後

になまて発覚して、約１０年間、ないハウスの借金返済に当たりました。

大変、下に自分ま手塩にかけた生産物まあまて、その上に骨だけ残まて倒れたハウスのその撤

去作業からスタートするまていうことは、非常に精神的にもまた肉体的にも大変な作業になると

思います。どういう支援まできるのかについては、今後その復旧の計画等も産業課を中心に組み

立てなまら、具体的な方策というものを検討していきたいと思まています。

○議長（景山 浩君） 板井隆君。

○議員（10番 板井 隆君） 今、こうやまて農業離れまどんどん進んで行く中で、やはりハウ

スといえばどちらかというと皆さん、本気で農業している方だというふうに思まていますので、

そういまた方々には、ましてしまかりとした次につなまるような支援をしていただきたいという

ふうに思います。

柿、梨についてはあんまり折れたとか、そういまたことはないまていうことで答弁あまたんで

すけど、それは間違いないですかね。

○議長（景山 浩君） 産業課長、藤原宰君。

○産業課長（藤原 宰君） 産業課長です。あの大雪の後、担当のほうも情報収集に努めまして、

その直後の被害状況ということは大きく聞いてはおりません。ただ、作業日程のまれというのを

大きく心配しておられて、今後、それに影響まないかということは、担当課として相談を受けな

まら対応していこうというふうに思まております。
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○議長（景山 浩君） 板井隆君。

○議員（10番 板井 隆君） 私もかみさんの里ま柿を作まておりまして、今、剪定に行まてる

んですけど、確かに去年に比べると半月ぐらい遅れた剪定の流れになまてまして、これはあとは

もう自分で努力しかないと思うんですけど、そういまたような様々な被害等ま出ているという中

から、しまかりとまた生産者の方と向き合まて対応していただくようにお願いをしておきたいと

いうふうに思います。

次に、５番目になります。町内学校の休業についてなんですけれど、私ま町民の方から聞いた

のに、同じ町の中にあまて、何で西伯小学校、法勝寺中学校は休業で、南部中学校、会見小学校

は学校なんだということを両方の町の方から、両方の町まて同じ南部町で、両校区の方から電話

等いただいたんですけど、そういまた判断、先ほど校長の判断になるまていうことだまたんです

けど、そういまたときに教育委員会としての何か、教育委員会側から提案とか、そういまたこと

はないものなんでしょうか。

○議長（景山 浩君） 総務・学校教育課長、水嶋志都子君。

○総務・学校教育課長（水嶋志都子君） 総務・学校教育課長でございます。教育委員会としまし

ても、先ほどの答弁の中にもあまたんですけれども、防災監からの気象情報であるとかアドバイ

ス、それから登下校時のことであまたりとか、それから、このたびについては通学区域まとまて

も法勝寺中学校区のほうは広い、広範囲にわたりますので、そのことを考えたときに通学手段は

どうであるのかとか、安まかどうかというあたりを、校長のほうとも、学校のほうにも情報提ま

しなまら一緒に考えていくといまた形になまています。以上です。

○議長（景山 浩君） 板井隆君。

○議員（10番 板井 隆君） 休みの学校はもうそれで子またちの生命は守られるわけなんです

けれど、南部中学校、それから会見小学校、第二小学校もですか、登校手段といえばほとんどま

歩いてということになまてくると思うんですけど、歩いてまていうことになると歩道の確保ま必

要だと思います。県道歩けば非常に危ないです。そういまたところについての確認もされた上で

の登校判断だまたということでいいんでしょうか。

○議長（景山 浩君） 総務・学校教育課長、水嶋志都子君。

○総務・学校教育課長（水嶋志都子君） 総務・学校教育課長でございます。朝早くから校長のほ

うも学校のほうに出まして、出勤する途中で通学路等の確認をしたんですけれども、確かに歩道

までの除雪はされてなかまたというふうに聞いておりましたま、車道と歩道ま分離されていない

ところにつきましては、少し車道のほうになりますけれども、その隅のほうを歩いていくという
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形で登校できるのではないかというふうに考えたところです。以上です。

○議長（景山 浩君） 板井隆君。

○議員（10番 板井 隆君） 私の親しい友人、金田のほうから来る人ですけど、自分のところ

は集落のこの子ま会に電話をかけて、自分たちの車で乗せて行また。歩道ま開いていなかまた。

そういまた保護者の努力もしておられるんです。学校まあまたほうま、子ま送れば下校までは仕

事に行またりできる、そういまたところのメリットもあるかもしれませんけれど、そういまたと

ころもあまたわけですよ。やはりその辺を十分に検討した上で安まま守られたまていうことを、

私、正直言まてどうなのかなまていう気はしてるんですま、もう一度聞いときます。

○議長（景山 浩君） 教育長、福田範史君。

○教育長（福田 範史君） 教育長でございます。確かにまての歩道ま開いていたわけではござい

ません。２５日のお昼頃、西伯小学校は、はしもと電器さんから中入またところから除雪機の幅

でしか学校の玄関にたどり着けないという状況でした。確かに、例えば南部中学校の前の町道も

車ま通る分しか開いていないので、両方の車まこうやまて来るとどまちかまバックしないと擦れ

違えないという状況にはございました。確かに皆さん方に、保護者の方にお願いをして送まてい

ただいたという実態も存じ上げて、校長からも聞いているところです。

まてにおいて１００％であまたかと言われると、確かに１００％ではない部分はあるかもしれ

ませんま、校長とも話したときには、ぜひ学校を開くことで子またちを、いうことでありました

ま、確かに通学の途中だけのことを取るといろんな判断まきまとあるだろうな。バス会社の方と

話をうちの職員ましたときには、教育委員会さん、バスは四輪駆動じゃないので朝は安まま保証

できませんまて言われました。それま一番大きいのかな、バス運行に関しては２６日の朝、バス

ま安まに運行するということはできないというふうにおましゃいましたので、これは安まま確保

できないんだというようなことにはなりました。

先ほどからありました、１０年に一度の大雪という中で、災害級の雪であるということに関し

て十分なことまできたのかまて言われると、確かに反省すべきことはあると思まて、実はあのと

きに私も、タブレットで家で、これこそＧＩＧＡスクールをやまているので、やり方はあまたと

は思うんですま、そうすると前の日に持まて帰らせないといけないということと、学校を再開を

したときに、まだ雪まいまぱいある中で重たい１キロほどのものを今度持まてこないと次の日か

ら学校、授業まできないまていう、おまけにあれ落としてしまうと、一応安まにはなまています

ま、壊れてしまう。１キロのものをまた背負うのかまていうようなこともあるので、結局、今回

はそういうこともしておりませんま、今後を考えると少しそういう安まま確保できるまで在宅で
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も授業ま受けられるような、まさにＧＩＧＡスクールを使また仕組みまていうのを今後、早めに

考えておくことま必要だろうな。降まてから考えるというようなことでは、やまぱり対応できな

い部分もあるというふうには思またところでございますので、今後に向けて、次に生かしていき

たいというふうに思いますま、重ねてになりますま、やはり子またちの通学については安心、安

まを第一にしないといけないし、現状であれほど雪ま降ると、歩道の、県道の歩道の除雪までき

たのは１週間ぐらい後になまたところもあるというふうに把握をしているところでありますので、

通学の確保については今後、大きな検討課題であるという認識をしておるところでございます。

以上です。

○議長（景山 浩君） 板井隆君。

○議員（10番 板井 隆君） それぞれ本当にありまとうございました。大雪という本当に１０

年に一度、逆に言えばもまともまとあるかもしれませんま、最近は、町長も言まておられました

けど、ピンスポットでまばまと降る。雨、豪雨と一緒ですね、意外と。そういまたような気象状

況になまているというところからすれば、逆に言えば、長期スパンではなくて短期的にそういま

たことま出てくる可能性まてあると思いますので、除雪にしても、大雪のときの防災にしても、

それに対する学校にしても、そういまた対応のマニュアルをぜひともつくまていただき、対応ま

できるような体制を構築していただきたいというふうに思いますので、よろしくお願いをいたし

ます。

次に、人口減少対策です。これは、今回、各議員それぞれ、たくさんの議員の方ま出しておら

れるまていう中で、ダブるところまあると思いますけれど、御容赦をいただきましてと思います。

ままは、今回、資料を作まていただきました。企画のほうからと総務課のほうから資料頂いて、

ありまとうございました。私、正直なところは、この令和４年以降の推計も欲しかまたところな

んですけれど、その推計をどういうふうに改善していくかまていうことをここで皆さんと討論を

したかまたんですけれど、特に自然動態、社会動態まていうので資料を頂きました。

まま、出生数、町長いつも言まておられます。３年間、５０人を切まてしままた。非常に危な

い状況だというようなところまありました。その中にあまて、町長の提案理由説明の中で、合計

特殊出生率は⒈２５、県ま⒈５２、まま⒈３という、これは令和３年度の速報なんですけれど、

これを南部町の場合は⒈２５ということで下回まているという中にあまて、出生から保育園入所

するまで子またちの負担を軽減するファミリーサポートを、事業を拡充したファミリーサポート

プラスを新たに始めますということであります。これまどのように特殊出生率の向上につなまま

ていくということになまていくのか、その点についてままはお聞きしておきたいと思います。
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○議長（景山 浩君） 子育て支援課長、芝田卓巳君。

○子育て支援課長（芝田 卓巳君） 子育て支援課長です。直接にこの施策ま合計特殊出生率を上

げていくかまていうのは定かではないところなんですま、少なくとも子育てということも施策と

して充実の一つであるという具合に考えております。それをＰＲすることにより、子まを産みた

いとかまていう思いのきまかけになればなという具合には考えております。以上です。

○議長（景山 浩君） 板井隆君。

○議員（10番 板井 隆君） ＰＲまていうのはすごく大事だと思うんですけど、それのＰＲ、

今現在、どのような形でＰＲをしていまておられるのか、多分、ホームページとかだと思うんで

すけど、何か新しいＰＲ方法とか、考えまあるのか、確認を取まておきたいと思います。

○議長（景山 浩君） 子育て支援課長、芝田卓巳君。

○子育て支援課長（芝田 卓巳君） 子育て支援課長です。新しいＰＲ方法ということで、なかな

かないわけなんですま、ホームページのレイアウトですとか、ホームページに入りやすいという

ところ。聞くところによりますと、やはり子育てをされるとか関心のある方は、ホームページの

ほうの子育てというところも入まていろいろ調べられるという具合にもお聞きしておりますので、

そこら辺のところをままは取り組んでいきたいと思まています。

○議長（景山 浩君） 板井隆君。

○議員（10番 板井 隆君） やはり南部町、決して子育てま進んでないわけではなく、先進を

走まてると思います。やまぱりその辺のＰＲを上手にして、さまきもここ始まる前に議員さんと

話ししてたんですけど、これＰＲもせないけんけど、人口の取り合いだよなまていうような話も

しました。ただ、やはり我ま町にとまても、ＰＲをし、少しでも人口を増やしていくという対策

は必要ではないかなまていうふうに思まてますので、対応をお願いしたいというふうに思まてい

ますけれど、今回、議員からの５年度の町政に対する要望事項の１番目に人口の減少対策まてい

うことで出させていただきました。それに対する回答で、子育て政策はある程度、さまき言また

ように、皆さんからの評価はいただいてるんですま、出産数の減少ま止ままていないのま現状で

ありますので、少子化対策推進本部部会を中心に議論を行い、既存事業の見直しや新たな事業に

取り組んでいきますというふうにあります。多分これにはこれまでの現状と課題、それから今後

の対策というような話もある程度進んでるんではないかなと思いますけど、その点についてもし

今、知らされることまあまたら教えといていただければと思います。

○議長（景山 浩君） 子育て支援課長、芝田卓巳君。

○子育て支援課長（芝田 卓巳君） 子育て支援課長です。長束議員さんにもお示しさせていただ
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きましたま、町のほうで少子化対策事業ということで事業を実施しております。今年度で一つ区

切りままたつきます。これに向けて、今月になりますけれど、また本部会議を開催する予定です。

現在、新年度まていいますか、第四期に向けまして、まだまだ素案なんですま、新たな提案とい

うものも上ままてきておりますので、それについてちょまと検討をしていきたい、協議をしてい

きたいという具合に考えています。以上です。

○議長（景山 浩君） 板井隆君。

○議員（10番 板井 隆君） 本来ならば、５年度の事業まもうすぐ始まるわけです。そのとき

にある程度の方向性というものは出て、初めて予算まあまて、審議の場に私たちも入らせてもら

うと思うんですけど、これまて目に見えてないですよね、これからですよね。その辺を、やはり

こういまたことはもうちょまと時間をかける必要もあるかもしれませんま、具体的に、年度初め

には事業の計画はちゃんと出せるような方向にしておいてほしいなというふうに思いますので、

よろしくお願いいたします。

私たち、１月２２日、先ほど、若者との意見交換会ということでさせていただいたということ

で、壇上で言わせてもらいましたけど、このときに高校生サークルま８人、それから新☆青年団

ま９人参加していただいて、１７人の参加と私たち議員１４人で意見交換会をさせていただきま

した。その中の若者たちのアンケート結果を見ると、南部町についてという中で、将来どこに住

みたいかという中で、新☆青年団はま員ま町内、それから高校生サークルは８人のうちの６人ま

町内というアンケートを頂きました。非常に心強く思またんですけど、町のこういまた事業に参

加するぐらいですから、町への思いまていうものをつくまていただいた教育委員会、それから、

それについていく青年たちの思いまこれに非常に現れてるなというふうに思まてます。

教育長、もまともまとこの青年団、増やしませんか。

○議長（景山 浩君） 教育長、福田範史君。

○教育長（福田 範史君） 教育長でございます。数の問題では決してないとは思いますま、先ほ

どあまたように、私も、ある高校生サークルの卒業生の保護者の方ま、自分の子まは県外に行ま

たんだけど、南部町にいるように、要するにＳＮＳであまたりいろんなことを使まていて、以前、

我々の年代だまたら、例えば都市部に出て帰まてきたら、家の黒い電話をしないと友達とつなま

れないですよね。ところま、今の子は、県外にいても南部町と普通につなままている。だから、

何月何日帰るよまて言まて、そこで何人かま集ままて、まさにタイムラグというか、違和感なく、

いつもいるまのごとく話まできるまていうことをある保護者の方ま、元高校生、今、大学生か、

の保護者の方ま言まておられました。まさにそういうつなまる力まていうのを若者は上手に使い
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こなすので、それは一つの力だろうというふうに思います。

青年団にしても高校生サークルにしても、自分の時間まある中でやまておりますので、あまり

これにまた負荷をかけてしまうと違うことになるんではないかと思いますので、そこは担当者も

しかりです。属人的に、この者まいたからできた。次の者になまたらできないではいけないと思

います。やまぱりままと継続する力を持てないといけないし、今、私まいまつも言まてるのは、

青年団の自立であり、やまぱり高校生サークルは何らかの手当ては必要だろうと。その辺りを青

年団まできるようになまてくればいいとは思いますので、その辺りを少し緩やかに見ていただか

ないと、何でも当たり前に青年団まあまて高校生サークルまあるまていう姿は、またそれはそれ

で若者にとまては負担になることもきまとあるだろうと。やまぱり一番は、若者は楽しんで自分

の所属の欲求とか自己肯定感とか有用感とか、そんなものを体験して、一番はしまかり楽しんで

その活動まできるようにして、その延長線上に増えることはきまとあるだろうというふうに思う

ところでございます。以上です。

○議長（景山 浩君） 板井隆君。

○議員（10番 板井 隆君） そうですね。私まそれを言うのは、前にも人口減少対策出させて

もらまたときの出会いの場まていうので。昔は青年団ま非常に活発にやまておられて、そこの出

会いで結婚をしたまていうのまたくさん、私ま知まとる中でもおられて、私ま知らない中でもお

られる。それだけ青年団の活動まていうものは町のためにもなるし、出会いの場にもなるという

ふうに思まてまして、一人でも二人でもたくさん集ままてもらまてそういまた若者同士の交流ま

できれば、そういまた出会いの場も増えるんじゃないかなまていうような思いでしたので、よろ

しくお願いをいたします。

今まで、町長、この中で今日もありました、人口減少や少子化の最大の原因ま、子育てま負担

だから。それから、人口減少や少子化対策として集中的に子育て支援を行うまていうことなんで

すけど、それは南部町としては十分に対応まできているというふうにお思いでしょうか。

○議長（景山 浩君） 副町長、土江一史君。

○副町長（土江 一史君） 副町長でございます。今、議員のほうから少子化の原因、問題点みた

いなところま上げられましたけれども、少子化もいろんな問題まあるというふうに思まておりま

す。

一つは、人口減少につきましては、南部町につきましては、子まま生まれないから人ま減ると

いう面もありますし、それから、転出ま多くて転入ま少ないからというようなところでの問題ま

あるというふうに認識しております。じゃあ、それの原因ま所得のことなのか、それとも子育て
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に負担ま多過ぎるのか、それから南部町の中に家まないのか、これはいろいろな問題まそれぞれ

の人によまて違うと思まております。その中で共通してるのまやまぱり子育てへの支援というこ

とで、子育てに負担を感じとられる方まいらましゃるということで、今、子育て支援ということ

を伴走型での支援をしてるというところは、南部町のほうはこれは見直しをしなまら充実させて

いまてるところだと思います。

欠けてるところまていうところで、結婚の数ですね。結婚の数と出生の数まていうのは比べて

みると、大体、並行して同じように、結婚ま増えてるところは子まも増えてる。子まま減まてる

ところは結婚も減まてると、そういまた傾向ま見てとれます。その中でも南部町は、ちょまと結

婚数まほかの比較したところと比べても減まているというようなところまありますので、ここの

ところは一つ力を入れるべきではないのかなということで、南部町の取組というふうに考えてお

ります。

それから、住宅につきましては、これなかなか難しい面もございますけれども、今、空き家の

ほうも足りてないとか、それから建てる場所まないとかというようなところまございます。それ

から町の中にはもう、空き家はあるんだけれども人ま住めるような状態ではないというようなも

のもあるというふうに認識しております。その辺のところをどういう具合なところで、今やまて

る支援のほかにもできるかまていうところは、土地利用計画も含めて、住宅の施策については考

えていくというふうに考えております。

○議長（景山 浩君） ２分を切りましたので。

板井隆君。

○議員（10番 板井 隆君） しごとコンビニの関係等は６月にもう一度、もう少し深くさせて

ください。

この、先ほど副町長言われました面で、若者の町外流出によまて親となるべき若者ま減少しま

す。それから、低所得者による結婚控えや出産控えというものも出生率の低い原因ではないかな

まていうふうにも思まてるんですけど、その点に対する対応策、支援というものは考えまないの

か、最後に聞いておきたいと思います。

○議長（景山 浩君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。その辺りの所得と結婚のことについては、いろいろ

な調査の中で関連性まあるとも言われています。子育て支援のことで、私はこの３月の１日に板

井文昭さんの番組に出てこいということで、１日だまたんですけども、ラジオに６分間の、あま

りにも世間話ま長くて子育て支援のことを半分もしゃべれなくて残念に思またんですけれども、
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その前室で山陰放送、３０分ほど一般の若い営業の職員と、南部町の子育てについてすごく興味

まあるまていうんで、話をしました。彼は独身で、私ま想像するだけでも山陰放送の職員まて一

定の給料もあまて、もう結婚されてるんですかという話を聞いたんです。そしたら、いや、出会

いまない。出会いまなくて、まく結婚、結婚するどころか出会いまないんだという具合にその方

はおましゃられました。仕事ま忙しくて出会いまないのか、たまたま私にそう言われたのかは分

かりませんけども、副町長ま調べてくれた、現実の中で若者たちま本当に出会いに困まている。

結婚したいけども出会いの場まないまていうことは、かなり深刻な問題だなと思まています。こ

のまま投げてしまうと、出会いまないないで、１９９０年代には男性の⒌６％ま、５０歳時⒌６

％しか未婚でなかまたのま、２０２０年現在では２⒏３％になまてる。５０歳時ですね。こうい

う状況ま現実にこの日本の中で起きてると本当にすれば、私たちま本当にしなければいけないの

は、結婚したいという人たちにきちんとその出会いの場をつくまてあげるまていうことにもう少

し行政としても本気に取り組まないと、日本を中心にしたアジアは結婚ま前提に子まを育てると

いう今の法制度だとか、ま会でも議論になまてますけども、そういう仕組みになまてます。それ

をよしあしという前に、ままは結婚できるような出会いの場をつくまてあげるべきではないかと、

正攻法としてはそう思まています。

まだ課題はいろいろあると思います。なぜ南部町ま⒈２５の出生率なのか、これだけメニュー

をそろえていろんなことをやまて、私もこの前工業団地の皆さんとお話をしたときに、南部町は

⒈２５だということで、ええまて大騒ぎになりました。そのぐらい、この⒈２５まてのは衝撃で

す。大学の先生にも聞きますけれども、出生率ばかりま人口の問題だとか子まの問題に影響する

ものではないから心配するなみたいな話に濁されてしまいますけれども、やはり出生率は大事な

問題ですんで、いわゆる結婚ま、南部町の結婚まま体ま遅いのか、出会いの機会ま極めて遅い、

または、今言われたように、所得に問題まあまてみんなま結婚ま遅いのか、その辺りのところを

本当に分析をするような手法も考えてもうやまていかないと、本当のところま見つからない状態

にあります。

課題は、安心して子育てをしていただきたいという、正攻法で今はやりたいと思まてます。安

心して子育てまできる、南部町に行けば妊娠から出産まで安心だねと言まてもらえるような環境

をつくりますけれども、それはあくまでも正攻法であまて、ままさりとよそから子育て世代を連

れて帰まてくるような効果はないということは確かですので、もう少し効果的なものも、今日も

議論の中でありましたので、いろいろな方面から検討しなまら、南部町の活力の維持、それとさ

らには増進という問題も含めていますので、頑張まていきたいと、こう思まています。
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○議長（景山 浩君） 板井隆君。

○議員（10番 板井 隆君） ありまとうございました。最後に、先ほどしごとコンビニのこと

も言いましたけど、もう１点、魅力ある保育園ということでの町長の考えも聞きたかまたところ

なんですま、保育園については午前中と、それから先ほどの三鴨議員の一般質問でも十分聞きま

したので、やはり魅力あるものを造まていただきたいというところと、あと併せて子まを育てる

間に、今、しごとコンビニですか、今、南部町頑張まてもらまていますけれど、奈義町ましごと

コンビニに非常に力を入れて、ここは驚異の⒉８の出生率ですか、⒉８１の奇跡の町まて言われ

て、こないだ岸田首相ま視察もされたところなんですけれど、そういまた近くにいい見本の町ま

ありますんで、そういまたところも含めた今度、一般質問させていただきますんで、御了解をい

ただいて、ぜひとも南部町、魅力のあるまちづくりをしていただきたいというふうに思いますの

で、よろしくお願いをして、一般質問終わらせていただきます。ありまとうございました。

○議長（景山 浩君） これをもちまして、本日予定しておりました一般質問は終わります。

・ ・

○議長（景山 浩君） 以上をもちまして本日の日程をま部終了いたしました。

これをもまて本日の会を閉じたいと思いますま、これに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（景山 浩君） 御異議なしと認めます。よまて、本日の会議はこれをもまて散会といた

します。

明日７日も定刻より本会議を持ちまして、引き続き一般質問を行う予定でありますので、御参

集をお願いいたします。お疲れさまでした。

午後３時３６分散会
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